
雪
国
で
心
地
よ
い
汗

２
月
24
日
、
青
山
学
院
大
学
の
学
生
た
ち
が
、
市
内
の
高
齢

者
宅
の
除
雪
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。（
関
連
記
事
３
ペ
ー
ジ
）
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　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　

昨
年
６
月
に
思
い
出
の
潟
分
校
で
開

催
し
た
ド
ロ
ー
ン
教
室
の
受
講
生
を
中

心
に
設
立
さ
れ
た
団
体
「
秋
田
ド
ロ
ー

ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
仙
北
市
が
近
未

来
技
術
活
用
（
ド
ロ
ー
ン
）
に
よ
る
賑
わ

い
創
出
や
人
材
育
成
、
観
光
振
興
な
ど

を
目
的
と
し
た
連
携
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
２
月
24
日
、
田
沢
湖
庁
舎
で
行

わ
れ
た
締
結
式
に
は
、
門
脇
市
長
と
秋

田
ド
ロ
ー
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
宇
佐
美

孝
太
代
表
、
立
会
人
の
青
柳
宗
五
郎
市

議
会
議
長
が
出
席
し
協
定
書
に
調
印
し

ま
し
た
。
門
脇
市
長
は
「
ド
ロ
ー
ン
の

知
識
と
技
術
を
持
つ
人
た
ち
を
サ
ポ
ー

ト
し
、
最
先
端
技
術
を
活
か
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
を
生
み
出
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

宇
佐
美
代
表
は
「
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し

た
地
方
創
生
が
し
た
か
っ
た
。
全
国
各

地
の
ド
ロ
ー
ン
特
区
を
回
っ
た
結
果
、

仙
北
市
を
選
ん
だ
。
決
め
手
は
『
人
』。

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
よ
さ
と
ド
ロ
ー
ン
教

室
に
集
ま
っ
た
人
の
協
力
で
輪
が
広

が
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
恩
返
し

の
気
持
ち
で
活
動
し
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

近
未
来
技
術
を
活
用
し
ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
す

秋
田
ド
ロ
ー
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携
協
定

秋
田
ド
ロ
ー
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
代
表
を
務
め
る
宇

佐
美
孝
太
さ
ん
（
中
央
）
は
、株
式
会
社
ス
カ
イ
ヤ
ー

を
設
立
し
、
鳥
取
県
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

連
携
協
定
を
締
結
後
、
飛
行
す
る
ド
ロ
ー
ン
を
見
つ

め
な
が
ら
が
っ
ち
り
と
握
手
を
交
わ
す
門
脇
市
長
、

宇
佐
美
代
表
、
立
会
人
の
青
柳
宗
五
郎
市
議
会
議
長

（
左
か
ら
順
に
）。

住
民
と
の
交
流
図
る

　

昨
年
11
月
に
青
山
学
院
大
学
と
仙

北
市
が
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
た

縁
で
、
２
月
22
日
か
ら
26
日
ま
で
、

同
大
学
の
学
生
な
ど
10
人
が
仙
北
市

を
訪
れ
ま
し
た
。
一
行
は
農
家
民
宿

な
ど
に
宿
泊
し
、
高
齢
者
宅
の
除
雪

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
汗
を
流
し
ま
し

た
。
ま
た
、
武
家
屋
敷
を
散
策
し
た

り
、
田
沢
湖
高
原
雪
ま
つ
り
を
見
学

し
た
り
、
地
元
住
民
と
交
流
を
図
り

な
が
ら
、
北
国
な
ら
で
は
の
冬
の
暮

ら
し
ぶ
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　大学生が除雪ボランティア

高齢者宅の軒下を除雪する学生の皆さん。市では今後も交流の輪を
広げながら、お互いの連携を深めていく企画を考えています。

大
切
な
命
を
守
る
活
動

　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
え
く
ぼ
の
会

と
市
職
員
が
自
殺
予
防
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

３
月
の
「
厚
生
労
働
省 

自
殺
対
策
強

化
月
間
」
と
３
月
１
日
の
「
秋
田
県

い
の
ち
の
日
」
に
ち
な
み
、
グ
ラ
ン

マ
ー
ト
田
沢
湖
店
、
タ
カ
ヤ
ナ
ギ
ワ

ン
ダ
ー
モ
ー
ル
店
、
よ
ね
や
角
館
店

の
協
力
を
い
た
だ
き
店
頭
で
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
配
布
し
、
心
の
健

康
と
自
殺
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　心の健康と自殺予防呼びかける

2 月 28 日、店頭で買い物客に心の健康と自殺予防を呼びかけました。

　

一
昨
年
発
生
し
た
カ
ラ
吹
き
源
泉
事
故
で

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
々
の
ご
遺
族
、
柴

田
圭
一
様
、
羽
根
川
カ
ツ
子
様
、
坂
本
ユ
リ

様
、
坂
本
誠
様
よ
り
、
温
泉
管
理
業
務
の

事
故
防
止
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
、
市

に
防
毒
マ
ス
ク
10
個
を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
、
マ
ス
ク
は
安
全
に
作
業
を
行
う

た
め
有
効
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

２
月
７
日
か
ら
19
日
ま
で
角
館
町
平
福
記
念

美
術
館
を
会
場
に
第
６
回
仙
北
市
総
合
美
術

展
が
開
催
さ
れ
、
市
内
で
芸
術
活
動
を
さ
れ
て

い
る
一
般
の
方
な
ど
か
ら
出
品
さ
れ
た
絵
画
や

書
、
短
歌
・
俳
句
、
写
真
、
工
芸
、
手
芸
の
作

品
１
５
０
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
初
日

に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、

出
品
者
や
関
係
者
な
ど
約
40
人
が
集
ま
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
作
品
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

仙北市総合美術展

寄付されたマスク。

　

２
月
24
日
、
田
沢
湖
卒
田
に
お
住
ま
い
の

草
彅
與
惣
左
ェ
門
さ
ん
が
白
寿
を
迎
え
ら

れ
、
仙
北
市
か
ら
お
祝
い
と
花
束
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
草
彅
さ
ん
は
「
好
き
嫌
い
な
く
何

で
も
食
べ
る
こ
と
と
、
適
度
に
身
体
を
動
か

す
こ
と
」
が
、
長
寿
の
秘
訣
と
話
し
ま
し
た
。

白
寿
の
お
祝
い

門
脇
市
長
（
左
）
か
ら
白
寿
を
迎
え
、
花
束
を
受
け
取
る
草
彅

與
惣
左
ェ
門
さ
ん
（
右
）。

事
故
の
再
発
防
止
を
願
い

防
毒
マ
ス
ク
を
寄
付

　

２
月
25
日
、
26
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
、
た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
特
設
会

場
で
「
第
46
回
田
沢
湖
高
原
雪
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に

は
、
地
元
雪
像
職
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
県
内
外
の
学
生
た
ち
が
数
日
間

か
け
て
制
作
し
た
精
巧
な
雪
像
が
多

数
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、人
気
の
「
け
っ

ち
ぞ
り
大
会
」
や
「
え
あ
モ
ー
グ
ル

選
手
権
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
26
日
に
は「
ご
当
地
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
大
集
合
」
が
行
わ
れ
、
家

族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
ま

た
、「
ミ
ニ
ス
キ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」

も
同
日
に
開
催
さ
れ
、
競
技
を
楽
し

む
参
加
者
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

会場を盛り上げたご当地キャラクターたち。

第
46
回
田
沢
湖
高
原
雪
ま
つ
り

ス
リ
ル
満
点
の
け
っ
ち
ぞ
り
大
会
。

多数の屋台も出店。連日賑わいました。

地元雪像職人チームが制作した迫力満点の龍の雪像。
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第
31
回
柔
整
旗
争
奪

全
県
小
中
学
校
柔
道
大
会

　

２
月
26
日
、
第
31
回
柔
整
旗
争
奪

全
県
小
中
学
校
柔
道
大
会
が
秋
田
市

の
県
立
武
道
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
内
の
小
中
学
生
が
団
体
戦
で
熱
戦

を
繰
り
広
げ
、
小
学
生
の
部
で
は
、

角
館
柔
人
ク
ラ
ブ
が
３
位
、
中
学
生

の
部
で
は
、
角
館
中
学
校
が
３
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。
優
秀
選
手
賞
に
は
、

福
島
誠
之
介
く
ん
（
角
館
小
５
年
）

と
後
藤
善
春
く
ん
（
角
館
中
２
年
）

が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

上
位
入
賞
を
果
た
し
た
角
館
柔
人
ク
ラ
ブ
と
角
館

中
学
校
の
選
手
の
皆
さ
ん
。

　

仙
北
市
交
通
安
全
母
の
会
（
草
彅
良
子
会
長
）

が
２
月
20
日
か
ら
22
日
ま
で
、
市
内
の
保
育
園
、

幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
で
、
４
月
か
ら
小
学

校
に
入
学
す
る
児
童
を
対
象
に
交
通
安
全
教
室

を
行
い
ま
し
た
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
模
型
を
用

い
て
、
急
な
飛
び
出
し
を
し
な
い
こ
と
や
通
行

車
両
を
よ
く
確
認
し
な
が
ら
横
断
歩
道
を
渡
る

こ
と
な
ど
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
の
呼
び
か

け
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
新
入
学
・
入
園
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
も
交
通

事
故
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

園児たちに交通事故に遭わないために気をつけることを呼びかける交通安全母の
会の皆さん。

仙
北
市
交
通
安
全
母
の
会

交
通
安
全
教
室

　

地
域
づ
く
り
活
動
に
顕
著
な
功
績

の
あ
っ
た
団
体
を
表
彰
す
る
仙
北
地

域
振
興
局
の
「
元
気
な
ふ
る
さ
と
秋

田
づ
く
り
」
顕
彰
事
業
の
表
彰
式
が

２
月
27
日
、同
振
興
局
で
開
催
さ
れ
、

「
抱
返
り
紅
葉
祭
実
行
委
員
会
（
高

橋
達
代
表
）」
が
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
、
同
振
興
局
が
地

域
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
む
団
体
・

個
人
を
毎
年
表
彰
し
て
い
る
も
の

で
、
今
年
度
は
管
内
の
６
団
体
が
受

賞
し
ま
し
た
。

　

抱
返
り
紅
葉
祭
実
行
委
員
会
は
、

昭
和
32
年
に
設
立
。
以
来
、
観
光
産

業
の
活
性
化
や
地
域
振
興
を
目
的

に
「
抱
返
り
紅
葉
祭
」
の
運
営
を
地

元
集
落
が
手
掛
け
、
59
年
間
に
わ
た

り
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
渓

谷
の
美
し
さ
を
広
く
市
内
外
へ
宣
伝

し
、
広
域
観
光
の
拠
点
と
し
て
、
県

立
自
然
公
園
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
る
な
ど
、
元
気
づ
く
り
の
取
り
組

み
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

元
気
な
ふ
る
さ
と
秋
田
づ
く
り
顕
彰
事
業

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

抱
返
り
紅
葉
祭
実
行
委
員
会
が
受
賞

３
月
２
日
、
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
に
受
賞
報
告
に
訪
れ
ま

し
た
。
右
か
ら
一
般
社
団
法
人
田
沢
湖
観
光
協
会
の
佐
藤

和
志
会
長
、
同
協
会
事
務
局
の
眞
崎
瑞
穂
さ
ん
、
抱
返
り

紅
葉
祭
実
行
委
員
会
の
高
橋
達
代
表
、
門
脇
市
長
、
倉
橋

副
市
長
。

　

第
12
回
仙
北
市
民
ス
キ
ー
大
会
が
、
２

月
26
日
に
た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
会
成
績
は
次
の
と
お

り
。
各
種
目
１
位
選
手
〈
敬
称
略
〉

【
ア
ル
ペ
ン
】  

▼
１
年
女
子
大
回
転
Ｂ　

伊
藤
愛
莉  

▼
同
男
子 

藤
原
遙
人  

▼
２

年
女
子
大
回
転
Ｂ 

髙
橋
り
の
あ  

▼
同
男

子 

菅
原
雅
人  

▼
３
年
女
子
大
回
転
Ｂ 

伊

藤
真
実  

▼
同
男
子 

田
村
遼  

▼
４
年
女

子
大
回
転
Ａ 

田
中
結
衣  

▼
同
男
子 

藤
田

賢
生  

▼
５
年
女
子
大
回
転
Ａ 

髙
橋
あ
め

り  

▼
同
男
子 

石
塚
康
平  

▼
６
年
女
子

大
回
転
Ａ 

千
葉
麗
花  

▼
同
男
子 

田
中
恒

清  

▼
中
学
女
子
大
回
転
Ａ 

佐
藤
凛  

▼

同
男
子 

齋
藤
千
輝  

▼
一
般
女
子
Ｂ 

田
村

生
子  

▼
同
男
子 

藤
川
悟
志  

▼
同
Ｃ 

齋

藤
博
栄

【
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
】  

▼
１
年
男
子
1.2

Ｋ 

齋
藤
航
志  

▼
２
年
男
子
1.2
Ｋ 

佐
藤
亮

汰  

▼
３
年
女
子
２
Ｋ 

木
元
陽
南
美  

▼

４
年
女
子
２
Ｋ 

佐
々
木
栞
奈  

▼
同
男
子 

藤
村
康
太  

▼
５
年
女
子
２
Ｋ 

荒
澤
愛
凛  

▼
同
男
子 

遠
藤
卓  

▼
６
年
女
子
２
Ｋ 

若

生
美
空  

▼
同
男
子 

鈴
木
勇
太
郎  

▼
一

般
男
子
Ｃ
２
Ｋ 

猪
本
吉
成  

▼
同
Ｂ 

千

葉
一
樹  

▼
中
学
女
子
４
Ｋ 

佐
々
木
花
純  

▼
同
男
子 

千
葉
駿  

▼
リ
レ
ー
小
学
男
子 

「
神
代
Ｘ
Ｃ 

Ａ
（
佐
藤
・
佐
々
木
・
布
谷
）」

▼
同
女
子 「
神
代
ガ
ー
ル
ズ
（
荒
澤
・
佐
々

木
・
樋
口
）」  

▼
同
中
学
男
子 

「
生
保
内

中
（
樋
口
・
畠
山
・
千
葉
）」  

▼
同
フ
ァ

ミ
リ
ー 

「
チ
ー
ム
Ｓ
Ｙ
Ｍ
（
石
塚
・
鈴
木

勇
・
鈴
木
雅
）」

仙
北
市
民
ス
キ
ー
大
会

　

２
月
18
日
か
ら
３
月
12
日
ま

で
、
角
館
町
の
観
光
施
設
な
ど
40

か
所
以
上
で
雛
人
形
を
飾
る
「
角

館
雛
め
ぐ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
雛
め
ぐ
り
は
、
現
在
ま
で
伝

わ
る
享
保
雛
や
古
今
雛
、
角
館
押

絵
や
土
人
形
な
ど
を
展
示
。
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
や
ガ
イ
ド
付
き
の
ツ

ア
ー
な
ど
も
行
わ
れ
、
多
く
の
訪

問
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

角館雛めぐり

開催初日、仙北市商工会角館本所「かつらぎ」
でオープニングセレモニーが行われ、子どもた
ちによる手踊りの披露や来場者に餅や甘酒が振
る舞われました。

　

現
在
、
田
沢
湖
図
書
館
で
「
河
正
雄
文
庫

特
別
展
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。「
河
正

雄
文
庫
」
は
、
河
正
雄
氏
が
故
郷
と
し
て
愛

す
る
ま
ち
に
寄
贈
し
た
図
書
か
ら
始
ま
り
、

田
沢
湖
図
書
館
が
新
築
さ
れ
た
昭
和
57
年
２

月
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
河
氏
か
ら

は
毎
年
多
く
の
図
書
が
寄
贈
さ
れ
て
い
ま

す
。
２
月
25
日
の
特
別
展
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
に
は
河
氏
の
同
級
生
や
関
係
者
な

ど
約
60
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
河
氏
は
「
秋

田
の
自
然
に
感
動
し
、
絵
を
描
い
た
ら
素
晴

ら
し
い
と
褒
め
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
、
私
の

美
術
の
出
発
点
。
原
点
は
こ
こ
に
あ
る
。
皆

さ
ん
に
こ
う
し
て
会
う
こ
と
が
で
き
て
う
れ

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

河
正
雄
文
庫
特
別
展

自身が描いた絵画「五元」について解説する河正雄氏（正面）。特別展は今月 26 日まで開
催しています。河氏から近年寄贈された韓国語書籍や絵画などを展示しています。

　

２
月
10
日
、
第
40
回
消
防
職
員
意
見

発
表
会
が
秋
田
市
で
行
わ
れ
、
大
曲
仙

北
広
域
消
防
本
部
の
茂
木
雄
大
さ
ん

（
旧
仙
北
町
出
身
・
大
曲
消
防
署
東
分

署
所
属
）
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

茂
木
さ
ん
は
「
燃
焼
実
験
を
活
用
し

た
避
難
訓
練
」
と
題
し
、
こ
の
避
難
訓

練
に
よ
っ
て
参
加
者
に
意
識
改
革
を
も

た
ら
し
た
こ
と
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
４
月
26
日
に
新
潟
市
で
開

催
さ
れ
る
東
北
大
会
に
県
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
す
。

　

茂
木
さ
ん
は
「
東
北
大
会
ま
で
に
さ

ら
に
精
度
を
高
め
、
上
位
を
目
指
し
て

頑
張
り
た
い
」
と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

大曲仙北広域消防本部が最優秀賞
第 40 回消防職員意見発表会秋田県大会

門脇市長に受賞報告に訪れた茂木さん。
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で
、
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
確
認
の
う
え
、
ゴ

ミ
集
積
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
27
年
度
に
配
布
し
た
「
家
庭
ゴ
ミ
収
集

日
程
表
（
曜
日
方
式
）」
は
、
現
在
、
使
用
し

て
い
ま
せ
ん
。
新
し
い
カ
レ
ン
ダ
ー
方
式
の

物
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　
平
成
29
年
度
の
「
家
庭
ゴ
ミ
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
」
は
広
報
せ
ん
ぼ
く
３
月
16
日
号

（
今
回
号
）
と
同
時
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
28
年
度
と
大
き
な
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
年
末
年
始
や
祝
日
の
関
係
で
い
つ
も

と
収
集
す
る
日
が
違
う
月
も
あ
り
ま
す
の

平
成
29
年
度
の

「
家
庭
ゴ
ミ
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー（
角
館
町
薗
田
）
☎
（
54
）３
３
０
５

れ
る
紹
介
状
と
履
歴
書
を
企
画
政
策
課

（
田
沢
湖
庁
舎
）
ま
で
持
参
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
不
可

●
選
考
方
法
／
書
類
、
面
接

●
面
接
日
／
３
月
28
日
㈫

●
募
集
期
間
／
３
月
24
日
㈮
ま
で

※採用人数、雇用予定期間については、変更に

なる場合がありますので、ご了承願います。

　｢
思
い
出
の
潟
分
校
（
仙
北
市
田
沢
湖

潟
）｣
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
思
い
出
の
潟
分
校
】
パ
ー
ト
タ
イ
ム

●
業
務
内
容
／
窓
口
事
務
員
（
受
付
業
務
、

展
示
品
管
理
、
清
掃
な
ど
施
設
内
外
の

管
理
全
般
）

●
募
集
人
員
／
２
人

●
募
集
要
件
／
普
通
自
動
車
免
許
（
Ａ
Ｔ

限
定
可
）

●
雇
用
期
間
／
４
月
１
日
～
９
月
30
日

　（
更
新
の
可
能
性
あ
り
）

●
雇
用
条
件
／
▼

週
３
～
４
日
勤
務
（
７
時

間
45
分
／
日
）
施
設
は
基
本
的
に
通
年

開
館
と
な
り
ま
す
。

　
▼

週
休
２
～
３
日
（
定
休
日
火
曜
日
＋

１
～
２
日
の
シ
フ
ト
制
）　
▼

社
会
保

険
、
通
勤
手
当
あ
り

●
申
込
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
交
付
さ

仙
北
市
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

（
思
い
出
の
潟
分
校
）

【
問
合
せ
】
企
画
政
策
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）１
１
１
２

 

▼

療
育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
方

 

▼

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
お

持
ち
の
方

 

▼

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者
証

の
交
付
を
受
け
て
い
る
難
病
患
者
の
方

●
利
用
券
に
つ
い
て
／
５
０
０
円
と
１
０
０

円
券
で
、
最
大
１
万
５
千
円
分
が
給
付

さ
れ
ま
す
。
申
請
月
に
よ
り
交
付
枚
数

が
異
な
り
、
年
度
内
で
あ
れ
ば
自
由
に

利
用
で
き
ま
す
。

●

申
請
窓
口
／
社
会
福
祉
課
（
西
木
庁

舎
）、
田
沢
湖
・
角
館
地
域
セ
ン
タ
ー
、

各
出
張
所

●
必
要
な
も
の
／
印
鑑
、
障
害
者
手
帳
ま

た
は
特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給

者
証

　
在
宅
の
障
が
い
者
等
の
外
出
支
援
を
図

る
た
め
、
障
が
い
者
等
が
利
用
す
る
タ
ク

シ
ー
の
利
用
料
金
の
一
部
と
し
て
利
用
券

を
給
付
し
て
お
り
、
平
成
29
年
度
の
申
請

は
４
月
か
ら
次
の
窓
口
で
申
請
で
き
ま

す
。
な
お
、
平
成
28
年
度
に
交
付
し
た
タ

ク
シ
ー
利
用
券
の
有
効
期
限
が
平
成
29
年

３
月
末
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
有
効

期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
タ
ク
シ
ー
利
用

券
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
対
象
に
な
る
方
／
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
（
施
設
入
所
者
は
除
く
）

 

▼

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
３
級
を
お

持
ち
の
方

タ
ク
シ
ー
の
利
用
券
を
給
付
し
ま
す

（
仙
北
市
障
が
い
者
（
児
）
タ
ク
シ
ー
利
用
券
給
付
事
業
）

【
問
合
せ
】
社
会
福
祉
課
（
西
木
庁
舎
）
☎
（
43
）２
２
８
８

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
住
所
が

あ
る
市
町
村
で
発
行
す
る
た
め
、
仙
北
市

か
ら
転
出
の
手
続
き
を
す
る
と
仙
北
市
国

民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
た
だ
し
、
仙
北
市
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
が
進
学
や
進
級
の
機
会
に

転
出
さ
れ
る
場
合
は
、
世
帯
主
（
保
護
者
）

の
申
請
で
仙
北
市
の
保
険
証
を
発
行
で
き

ま
す
。
お
近
く
の
市
役
所
各
庁
舎
・
各
出

張
所
の
国
民
健
康
保
険
担
当
窓
口
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が

進
学
に
よ
り
転
出
さ
れ
る
場
合
は
手
続
き
が
必
要
で
す

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課 

国
保
年
金
係
（
角
館
庁
舎
）
☎
（
43
）３
３
１
６

　
ま
た
、
前
年
も
同
様
の
手
続
き
を
し
て

い
た
方
に
は
、
関
係
書
類
を
世
帯
主
あ
て

に
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
更
新
ま
た
は

非
該
当
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の
／

 

▼
学
生
本
人
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

 

▼

在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し

　（
進
学
の
方
は
、
４
月
以
降
に
提
出
願

い
ま
す
）

 

▼

世
帯
主
の
印
鑑

　
就
職
や
扶
養
認
定
な
ど
で
職
場
の
健
康

保
険
に
加
入
し
た
場
合
、
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
を
使
用
し
て
医
療
機
関
等
を

受
診
で
き
ま
せ
ん
。（
職
場
の
健
康
保
険
証

が
ま
だ
手
元
に
届
い
て
い
な
い
場
合
で
も

使
用
で
き
ま
せ
ん
）

　
速
や
か
に
市
役
所
各
庁
舎
・
出
張
所
の

国
民
健
康
保
険
担
当
窓
口
で
、
国
民
健
康

保
険
を
脱
退
す
る
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
医
療
機
関
等
を
受
診
す
る
際
は
、
必
ず

ご
存
知
で
す
か
？
　
職
場
等
の
健
康
保
険
に
加
入
後
は
、

国
保
の
被
保
険
者
証
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課 

国
保
年
金
係
（
角
館
庁
舎
）
☎
（
43
）３
３
１
６

「
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
手
続
き

を
行
っ
て
い
る
」
旨
を
伝
え
、
新
し
い
健

康
保
険
証
の
交
付
を
受
け
た
ら
、
速
や
か

に
受
診
し
た
医
療
機
関
・
調
剤
薬
局
へ
連

絡
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
後
も
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
を
使
用
し
て
医
療
機

関
等
を
受
診
し
て
い
る
場
合
は
、
か
か
っ

た
医
療
費
（
仙
北
市
が
負
担
し
た
分
）
を

返
納
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
４
月
１
日
よ
り
、
小
規
模
修
繕
等
契
約

希
望
者
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
の
請
負
可

能
額
を
、
現
在
の
「
30
万
円
未
満
」
か
ら

小
規
模
修
繕
等
契
約
希
望
者
の

請
負
可
能
額
を
引
き
上
げ
ま
す

【
問
合
せ
】
会
計
課 

契
約
検
査
室
（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）１
１
１
９

「
50
万
円
未
満
」
へ
と
引
き
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
未
登
録
の
方
も
随
時
受
付

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
税
務
課
、
角
館
・

西
木
地
域
セ
ン
タ
ー

※
正
面
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ

さ
い
。

●
平
成
29
年
３
月
31
日

　
納
期
限
の
税
目
／

 

▼

国
民
健
康
保
険
税

　（
普
通
徴
収
）・
随
時
第
１
期

 

▼

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　（
普
通
徴
収
）・
随
時
第
１
期

　
日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
夜
間
納
税

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　
ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
市
税
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相
談
窓

口
も
併
せ
て
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／

   

３
月

31
日
㈮
　

17
時
15
分
～
19
時

※
開
設
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

夜
間
納
税
窓
口
を

開
設
し
ま
す

【
問
合
せ
】
税
務
課

　（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）１
１
１
７

各金融機関または市役所税務課、各地域セン

ターにご相談ください。

納税には口座振替が便利で安心です

た
つ
こ
像
方
面

潟

思い出の潟分校

★

たつ子茶屋

田沢湖

「えくぼの会」会員が

毎月サロンを開いています。

　お茶やコーヒーを飲んで語って

ホッとするスペースです。どなたで

も参加できますのでぜひお立ち寄り

ください。

場所　田沢湖健康増進センター

費用　100円（飲み物代）
※材料費が必要な時は別に集めさせていただきます。

問合せ  仙北市保健課 ☎55-1112

3／21火　10:00～15:00

▼「けいらん」作り ▼毛糸でマスコットを

作ります。（毛糸とかぎ針をお持ちください）

4／5水　13:00～16:00

▼血圧測定 ▼健康講話 ▼演歌で健康体操 

▼折り紙でネコを折ります。

語って、笑って、ホッと一息

 　えがおサロン
相談は秘密
厳守です

▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

▼田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351

▼神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352

市 information
役所からのお知らせ

7 6Semboku  City  Public  Relations広報せんぼく



　

歯
と
口
腔
は
生
涯
を
通
じ
て
食
べ
る

機
能
や
、
会
話
を
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
機
能
な
ど
食
べ
る
喜

び
、
話
す
楽
し
み
を
保
つ
う
え
で
重
要

で
す
。
お
口
の
健
康
は
全
身
の
健
康
に

影
響
し
ま
す
。
生
活
の
質
を
高
め
、
元

気
で
明
る
い
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
も

口
腔
ケ
ア
が
大
切
で
す
。

お
口
の
中
は
細
菌
が
い
っ
ぱ
い

　

大
人
の
口
の
中
に
は
、
３
０
０
種
類

以
上
の
細
菌
が
生
息
し
て
い
る
と
い
わ

れ
、
歯
を
よ
く
磨
く
人
で
１
千
億
～

２
千
億
個
、
あ
ま
り
歯
を
磨
か
な
い
人

で
は
４
千
億
～
６
千
億
個
、
さ
ら
に
、

ほ
と
ん
ど
磨
か
な
い
人
で
は
1
兆
個
も

の
細
菌
が
す
み
着
い
て
い
ま
す
。

　

母
親
の
お
腹
の
中
に
い
る
胎
児
は
無

菌
状
態
の
羊
水
の
中
で
成
長
す
る
の

で
、
口
の
中
に
細
菌
は
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
生
ま
れ
出
て
か
ら
は
主
に
母
親

や
家
族
か
ら
細
菌
が
新
生
児
の
口
の
中

に
移
っ
て
定
着
し
ま
す
。
母
親
の
口
の

中
に
む
し
歯
の
原
因
と
な
る
ミ
ュ
ー
タ

ン
ス
菌
が
多
い
と
、
子
ど
も
に
移
行
し

て
む
し
歯
に
な
り
や
す
い
こ
と
も
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

口
の
中
の
汚
れ
や
細
菌
は
、
唾
液
の

も
つ
自
浄
作
用
に
よ
っ
て
洗
い
流
さ
れ

ま
す
が
、
加
齢
に
よ
っ
て
唾
液
の
分
泌

量
が
減
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
細
菌
が
定

着
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

 　

口
の
中
の
細
菌
に
は
、
カ
ン
ジ
ダ
菌
、

黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
、
緑り
ょ
く
の
う膿
菌
、
肺
炎

桿か
ん
き
ん菌
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
な
ど
、
全

身
疾
患
の
原
因
菌
も
含
ま
れ
て
い
て
、

免
疫
力
の
低
下
と
と
も
に
増
殖
し
、
病

気
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

細
菌
は
、
頬
や
舌
の
表
面
に
も
潜
ん

で
い
る
の
で
、
歯
だ
け
で
な
く
舌
や
粘

膜
の
清
掃
も
し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ

う
。
病
気
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め
に

も
、
う
が
い
・
歯
磨
き
・
口
の
体
操
な

ど
の
口
腔
ケ
ア
を
し
っ
か
り
行
っ
て
口

の
中
を
清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

健
康
寿
命
と
口
腔
の
密
接
な
関
係

　

口
腔
は
、
全
身
の
健
康
を
保
つ
た
め

に
と
て
も
重
要
で
す
。
特
に
健
康
寿
命

と
口
腔
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　

健
康
寿
命
と
は
、
日
常
で
介
護
を
必

要
と
せ
ず
に
自
立
し
た
生
活
の
で
き
る

期
間
を
指
し
ま
す
。

　

厚
生
科
学
審
議
会
資
料
に
よ
る
と

２
０
１
３
年
の
健
康
寿
命
の
平
均
は
男

性
71
・
19
歳
、
女
性
は
74
・
21
歳
で
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
運
動
や
食
習
慣
な

ど
を
改
善
す
る
こ
と
で
、
健
康
寿
命
を

延
ば
す
事
を
提
案
し
て
い
ま
す
が
、
高

齢
に
な
る
と
ど
う
し
て
も
認
知
症
や
寝

た
き
り
と
い
っ
た
問
題
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

お
口
の
健
康
が
脳
卒
中
や
心
臓
病
、

糖
尿
病
な
ど
の
発
症
と
悪
化
に
も
深
く

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま

す
。
自
分
の
歯
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い

る
と
、
全
身
疾
患
の
リ
ス
ク
が
低
く
、

長
生
き
に
な
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
さ
ま

ざ
ま
な
国
の
研
究
か
ら
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

 

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に

　

今
後
、
ま
す
ま
す
課
題
に
な
る
と
思

わ
れ
る
の
は
認
知
症
で
す
。
健
康
な
歯

が
多
い
こ
と
、
む
し
歯
が
あ
っ
て
も

ち
ゃ
ん
と
治
療
し
て
い
る
こ
と
、
も
し

く
は
歯
が
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
認
知

機
能
を
保
つ
関
係
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

 　

ま
た
、
高
齢
の
方
に
と
っ
て
肺
炎

は
深
刻
な
疾
患
で
す
。
日
本
人
全
体
の

死
因
に
占
め
る
肺
炎
の
割
合
が
高
い
の

は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。
高
齢
に

な
る
と
飲
み
込
む
機
能
が
低
下
す
る
た

め
、
誤ご
え
ん
せ
い

嚥
性
肺
炎
が
原
因
で
亡
く
な
る

方
が
多
い
か
ら
で
す
。

 　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
口
腔
ケ
ア
を
行

う
と
肺
炎
の
予
防
に
な
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
日
頃
の
う
が
い
・
歯
み
が
き

に
加
え
、
顔
の
表
情
を
上
手
く
作
っ
た

り
、
口
の
周
り
の
筋
肉
を
鍛
え
る
体
操

を
し
た
り
、
舌
の
運
動
を
し
た
り
、
唾

液
腺
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
唾
液
の
分
泌
を

ス
ム
ー
ズ
に
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

 　

歯
の
健
康
と
と
も
に
口
腔
の
機
能
を

維
持
す
る
と
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
は
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と

に
つ
な
が
る
の
で
す
。

毎月実施している3歳児歯科健診。診察や保護者の方との対話を通して子どもの健康な歯づくりをサポートします。

高齢者の方を対象に数回実施しているお
口の健康教室。食事のアドバイスやお口
の体操などを行い、介護予防を図ります。

口から守ろう、あなたの健康

3歳児歯科健康診査でむし歯のなかった子どもたち

（平成28年10月～平成29年1月実施）

歯科健診 お口の健康教室市内の認定こども園・保育園等で行われているフッ化物洗口

いつまでも健康で、長生きするために。～幼少期・高齢期の口腔ケアの一例～

お 口 の 健 康 　 ＝ 　 全 身 の 健 康

鈴木  鉄
てっしょう

将くん

米澤  史
し も ん

紋くん

吉田  麗
うらら

ちゃん

三浦  桜
さくら

ちゃん

保坂  大
たいせい

正くん

吉田  悠
ひ さ と

人くん

稲田  ゆいちゃん

佐々木  大
た い が

河くん

田口  心
み ゆ

結ちゃん

坂本  菜
な お

穂ちゃん

佐藤  駿
は や と

人くん

栗沢  一
い つ き

葵くん

富嶋  泰
たいせい

晴くん

羽場  響
ひ び と

仁くん

坂本  結
ゆ あ

愛ちゃん

髙野  尊
たける

くん

齋藤  ことみちゃん

髙橋  日
ひゅうが

芽くん

下田  愛
ま な み

実ちゃん

加藤  碧
お お せ

瀬くん

伊澤  凰
お う き

己くん

鈴木  蒼
そ う ま

真くん

坂本  蓮
れ ん と

斗くん

藤枝  葵
あ お い

生ちゃん

工藤  咲
さ な

奈ちゃん

髙橋  水
み づ ち

土ちゃん

藤枝  瑠
りゅうび

弥くん

井上  結
ゆ う は

葉ちゃん

田口  侑
ゆ ら

來ちゃん

保健課　☎ 55-1112問
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よ
く
生
き
る
た
め
に

　
　
　

角
館
高
１
年　

高
橋　

瑠
愛

　

私
は
、
こ
の
本
を
読
み
、
自
分
の

人
生
を
送
る
上
で
の
重
要
な
課
題
に

つ
い
て
深
く
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
の
本
を
手
に
取
っ
た
き
っ
か

け
は
、
自
分
の
興
味
の
あ
る
学
問
や

職
業
を
調
べ
た
と
き
に
、
ふ
と
何
故

私
は
義
務
教
育
を
終
え
た
の
に
高
校

に
通
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
何
の
た

め
に
働
き
た
い
の
だ
ろ
う
と
い
う
素

朴
な
疑
問
が
生
ま
れ
た
か
ら
で
す
。

私
の
中
で
、
中
学
を
卒
業
し
て
高
校

に
入
る
こ
と
や
職
に
就
く
こ
と
は
当

然
の
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

改
め
て
働
く
こ
と
の
意
味
を
学
び
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
働
く
と
い
う
こ
と
は
単
純

に
お
金
を
稼
ぐ
こ
と
や
生
き
る
た
め

に
必
要
な
手
段
だ
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
ど
う
せ
働
く

な
ら
自
分
の
好
き
な
、
も
し
く
は
興

味
の
あ
る
事
柄
に
関
係
の
あ
る
職
業

な
ら
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
安
易
な
考

え
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
実
際
に
、

生
き
る
た
め
に
は
働
か
な
い
わ
け
に

私
と
お
母
さ
ん
の
取
扱
説
明
書　
　

　
　
　
　

角
館
小
４
年　

高
橋　

梓

　

ゲ
ー
ム
や
お
も
ち
ゃ
、
家
庭
で
使

う
電
気
製
品
に
は
、
使
い
方
や
、
使

う
と
き
に
気
を
つ
け
る
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
「
取
扱
説
明
書
」
が
つ
い

て
き
ま
す
。
私
は
「
か
あ
ち
ゃ
ん
取

扱
説
明
書
」
と
い
う
題
名
に
ひ
か
れ

ま
し
た
。
物
で
は
な
く
人
の
取
扱
説

明
書
っ
て
ど
ん
な
話
だ
ろ
う
と
ド
キ

ド
キ
し
な
が
ら
読
み
ま
し
た
。

　

主
人
公
の
田
村
て
つ
や
は
、
学
校

の
準
備
や
お
風
呂
、
宿
題
な
ど
取
り

か
か
り
が
遅
い
た
め
、
い
つ
も
か
あ

平
成
28
年
度

審
査
結
果
（
敬
称
略
）

は
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
が
。

　

私
の
考
え
と
筆
者
の
考
え
の
一
番

の
違
い
は
「
生
き
る
た
め
」
と
「
よ

く
生
き
る
た
め
」
だ
と
思
い
ま
し
た
。

私
の
考
え
る
「
生
き
る
た
め
に
働
く
」

と
筆
者
の
考
え
る
「
生
き
る
た
め
に

働
く
」
は
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
す
が
、

そ
の
先
の
「
よ
く
生
き
る
」
と
い
う

考
え
は
私
の
辿
り
着
け
て
い
な
い
考

え
で
し
た
。
自
分
の
中
の
課
題
を
見

つ
け
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
悩

ん
だ
り
、
も
が
い
た
り
し
て
自
分
を

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
く
何
か
を

得
る
こ
と
が
筆
者
の
言
う
「
よ
く
生

き
る
」
と
い
う
こ
と
だ
と
考
え
ま
し

た
。
ま
た
、
働
く
中
で
、
対
人
関
係

は
必
ず
と
言
っ
て
も
良
い
ほ
ど
関
わ

っ
て
く
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私

は
、
い
く
ら
頭
が
良
く
て
い
い
職
に

就
い
た
人
で
も
性
格
が
悪
か
っ
た
り
、

周
囲
の
人
間
に
関
わ
ら
な
か
っ
た
り

す
る
と
果
た
し
て
そ
れ
は
良
い
人
生

だ
っ
た
と
言
え
る
の
か
と
疑
問
に
思

い
ま
す
。
働
く
中
で
絶
対
に
周
囲
の

人
間
と
の
関
わ
り
は
大
事
に
な
っ
て

く
る
と
思
う
の
で
、
上
司
や
後
輩
、

そ
し
て
同
僚
と
い
い
関
係
を
築
く
た

め
に
工
夫
し
た
り
、
考
え
た
り
す
る

こ
と
も
筆
者
の
言
う
「
よ
く
生
き
る
」

の
内
に
入
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。「
よ
く
」
が
付
い
て
い
る
か
付

い
て
い
な
い
か
で
意
味
が
大
幅
に
変

わ
っ
て
い
く
も
の
だ
な
と
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
が
こ
の
本
の
中
で
大
事

だ
と
思
っ
た
言
葉
は
「
今
」
を
楽
し

む
と
い
う
言
葉
で
す
。
明
日
、
来
月
、

来
年
な
ど
未
来
の
こ
と
を
考
え
る
の

で
は
な
く
今
こ
の
瞬
間
を
楽
し
め
る

仕
事
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
筆

者
の
言
う
、
自
分
に
価
値
が
あ
る
と

思
い
、
そ
ん
な
自
分
を
肯
定
で
き
る

た
め
に
は
、
自
分
が
誰
か
の
役
に
立

っ
て
い
る
、
貢
献
し
て
い
る
と
思
え

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
時
、
自

分
の
こ
と
を
肯
定
で
き
る
の
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
仕
事
で
あ
れ
ば
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
言
葉
が
働
く

こ
と
の
意
味
と
し
て
と
て
も
納
得
で

き
ま
し
た
。
自
分
が
働
く
こ
と
で
生

き
が
い
を
感
じ
る
た
め
に
貢
献
感
は

重
要
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
自
分
が

や
っ
て
い
て
楽
し
く
な
い
、
や
り
が

い
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
な
い
仕
事

と
自
分
が
や
っ
て
い
て
楽
し
い
と
感

じ
る
こ
と
が
出
来
る
仕
事
と
で
は
自

分
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
も
の
、

得
ら
れ
る
も
の
が
違
う
だ
ろ
う
な
と

思
い
ま
し
た
。
別
に
、
自
分
を
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
さ
せ
る
必
要
は
な
い
と
思

っ
て
い
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
人
間
は
他
人
よ
り

上
だ
と
か
自
分
は
で
き
る
だ
と
か
そ

ん
な
優
越
感
み
た
い
な
も
の
に
浸
っ

て
い
な
い
と
自
分
に
自
信
が
持
て
な

く
な
っ
て
し
ま
う
生
き
物
だ
と
思
い

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
他
人
を
見
下

す
こ
と
が
な
く
自
分
に
価
値
が
あ
る

ち
ゃ
ん
に
「
早
く
。」
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
私
も
て
つ
や
と
よ
く
似
て

い
ま
す
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
練
習
が
あ

っ
た
日
は
、
帰
っ
て
く
る
と
つ
か
れ

て
し
ま
い
、
宿
題
も
な
か
な
か
進
み

ま
せ
ん
。
朝
の
準
備
も
眠
く
て
ボ
ー

っ
と
し
て
い
る
と
お
母
さ
ん
か
ら
、

「
梓
、
急
い
で
。
遅
れ
る
よ
。」
と
言

わ
れ
ま
す
。
だ
か
ら
、
て
つ
や
の
「
早

く
」
と
言
わ
れ
た
く
な
い
気
持
ち
が

よ
く
分
か
り
ま
す
。
私
も
お
母
さ
ん

に
何
か
言
わ
れ
る
と
も
っ
と
や
り
た

く
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
て
つ
や
が
か
あ
ち
ゃ
ん
を

自
分
の
思
い
通
り
に
動
か
す
た
め
に

「
か
あ
ち
ゃ
ん
取
扱
説
明
書
」
を
作
り

ま
し
た
。
自
分
の
好
き
な
お
か
ず
を

作
っ
て
も
ら
う
た
め
に
母
ち
ゃ
ん
の

き
げ
ん
を
と
っ
て
ほ
め
た
り
怒
ら
れ

な
い
よ
う
に
、
勉
強
し
た
ふ
り
を
し

た
り
す
る
と
よ
い
こ
と
を
書
い
て
い

ま
し
た
。
私
も
「
早
く
し
て
。」「
遅

れ
る
よ
。」
と
言
わ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
、
お
母
さ
ん
の
取
扱
説
明
書

を
作
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

私
が
お
母
さ
ん
の
取
扱
説
明
書
を
作

る
な
ら
お
母
さ
ん
の
行
動
や
口
ぐ
せ

を
よ
く
見
て
、
だ
れ
に
も
作
る
こ
と

の
で
き
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
説
明
書

に
し
ま
す
。
自
分
が
作
る
な
ら
と
考

え
て
い
る
と
、
初
め
は
お
母
さ
ん
を

自
由
に
動
か
し
た
い
と
思
っ
て
考
え

始
め
た
け
ど
、
お
母
さ
ん
の
喜
ぶ
こ

と
や
お
母
さ
ん
の
良
い
と
こ
ろ
が
た

く
さ
ん
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
と
き
気
付
き
ま
し
た
。
も
し

か
し
た
ら
、
お
母
さ
ん
が
一
番
み
ん

な
の
気
持
ち
を
分
か
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
。
何
も
言

わ
な
く
て
も
、
私
の
好
き
な
お
か
ず

を
作
っ
て
く
れ
た
り
、
朝
起
き
る
の

が
苦
手
な
私
が
、
遅
刻
し
な
い
よ
う

に
声
を
か
け
て
く
れ
た
り
し
て
い
る

お
母
さ
ん
の
頭
の
中
に
は
、
き
っ
と
、

家
族
一
人
一
人
の
取
扱
説
明
書
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私

の
こ
と
を
よ
く
見
て
、
い
つ
も
じ
っ

く
り
話
を
聞
い
て
い
る
お
母
さ
ん
だ

か
ら
私
の
気
持
ち
も
見
抜
い
て
い
る

な
ぁ
と
感
じ
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

ち
ょ
っ
と
怠
け
た
い
な
ぁ
と
思
う
と

き
に
こ
そ
「
早
く
。」
と
い
う
言
葉
が

か
け
ら
れ
る
の
で
す
。
そ
れ
は
、私
が
、

困
ら
な
い
よ
う
に
、
後
か
ら
、
苦
し

い
思
い
を
し
な
い
よ
う
に
と
い
う
お

母
さ
ん
の
思
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

ゲ
ー
ム
な
ど
の
取
扱
説
明
書
と
は

少
し
ち
が
う
、
私
へ
の
思
い
が
た
く

さ
ん
こ
も
っ
た
大
切
な
私
の
取
扱
説

明
書
を
も
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
の
言

葉
な
ら
、「
早
く
」
も
、
ち
ょ
っ
ぴ
り

う
れ
し
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

読
ん
だ
本

『
か
あ
ち
ゃ
ん
取
扱
説
明
書
』

（
童
心
社
）

小
中
学
校
の
部  

▼
仙
北
市
長
賞 

高
橋
梓  

（
角
館
小
４
年
） 

▼
新
潮
文
庫
賞 

佐
藤
そ

ら
（
神
代
中
１
年
） 

▼
角
館
図
書
館
後
援

会
長
賞 

田
口
悠
（
角
館
小
５
年
）・
千
葉

里
桜
（
角
館
中
２
年
） 

▼
仙
北
市
教
育
長

賞 

佐
藤
亜
耶
希
（
神
代
小
１
年
）・
津
嶋

こ
の
み
（
神
代
小
１
年
） 

▼
小
学
校
低
学

年
（
１・２
年
）
の
部
入
選 

平
岡
結
季
（
神

代
小
１
年
）・
村
岡
す
み
れ
（
角
館
小
２
年
） 

▼
小
学
校
中
学
年
（
３・４
年
）
の
部
入

選 

門
脇
み
な
み
（
桧
木
内
小
３
年
）・
畠

山
紗
依（
西
明
寺
小
３
年
）・
佐
藤
志
音（
神

代
小
４
年
） ▼
小
学
校
高
学
年（
５・６
年
）

の
部
入
選 

武
藤
楓
（
角
館
小
５
年
）・
高

橋
圭
一
郎
（
角
館
小
６
年
）・
川
越
聖
音
（
角

館
小
６
年
） 

▼
中
学
校
の
部
入
選 

村
上
匠

（
桧
木
内
中
１
年
）・
澤
山
直
（
西
明
寺
中

１
年
） 

▼
小
学
校
低
学
年
（
１・２
年
）
の

部
佳
作 

山
口
海
嘉
（
神
代
小
１
年
）・
鈴

木
叶
愛
（
角
館
小
２
年
） 

▼
小
学
校
中
学

年
（
３・４
年
）
の
部
佳
作 

赤
倉
光
莉
（
西

明
寺
小
３
年
）・
草
彅
陽
菜
（
白
岩
小
３

年
）・
伊
藤
希
彩
（
角
館
小
４
年
） 

▼
小
学

校
高
学
年
（
５・６
年
）
の
部
佳
作 

佐
々

木
彩
愛
（
角
館
小
５
年
）・
菅
原
陽
彦
（
生

保
内
小
５
年
）・
草
彅
美
紅
（
生
保
内
小

６
年
） 

▼
中
学
校
の
部
佳
作 

安
杖
凌
（
角

館
中
２
年
）・
渡
邉
菜
月
（
角
館
中
２
年
）

高
校
の
部  

▼
仙
北
市
長
賞 

高
橋
瑠
愛（
角

館
高
１
年
） 

▼
新
潮
文
庫
賞 

佐
々
木
美
有

（
角
館
高
１
年
） 

▼
角
館
図
書
館
後
援
会
長

賞 

三
沼
蓮
（
角
館
高
１
年
） 

▼
仙
北
市
教

育
長
賞 

藤
嶋
健
人
（
角
館
高
１
年
） 

▼
入

選 

手
代
木
ひ
か
る
（
角
館
高
１
年
）・
髙

橋
彩
香
（
角
館
高
１
年
）・
佐
藤
雛
（
角

館
高
１
年
） 

▼
佳
作 

小
林
凜
夢
（
角
館
高

１
年
）・
畠
山
鈴
夏
（
角
館
高
３
年
）

コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
式
に
出
席
さ
れ
た
皆
さ
ん
。
表
彰
状
と
記

念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

と
思
え
る
よ
う
に
「
今
」
を
楽
し
め

る
こ
と
が
出
来
る
仕
事
に
出
会
え
る

こ
と
が
一
番
幸
せ
な
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
の
本
を
読
む
ま
で
生
き

る
た
め
に
働
く
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
間
違
い
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま

し
た
。
別
に
、
働
か
な
く
た
っ
て
身

近
な
誰
か
が
助
け
て
く
れ
る
だ
ろ
う

し
、
生
存
権
が
働
い
て
国
か
ら
せ
い

ぜ
い
生
き
て
い
け
る
く
ら
い
の
お
金

は
貰
え
る
の
で
、
生
き
よ
う
と
思
え

ば
生
き
ら
れ
る
の
で
す
。
私
が
考
え

て
い
た
、
生
活
費
を
稼
ぐ
た
め
と
い

う
の
も
あ
な
が
ち
間
違
い
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
働
く
と
い
う
こ

と
は
自
分
の
幸
せ
の
た
め
だ
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
働

い
て
い
る
こ
と
で
自
分
の
価
値
を
見

い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
、
自
分
が
世

の
中
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

貢
献
感
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
私
は
、
元
か
ら
の
性
格
で

自
分
を
必
要
以
上
に
下
げ
て
見
て
し

ま
っ
た
り
、
他
人
と
比
べ
て
自
分
が

劣
っ
て
い
る
こ
と
に
落
ち
込
ん
だ
り

す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
し
か
し
、
働
く
こ
と
の
意

味
を
自
分
で
確
認
す
る
こ
と
が
出
来

た
の
で
、
自
分
が
興
味
の
あ
る
、
楽

し
い
と
思
う
こ
と
が
出
来
る
職
業
を

見
つ
け
て
、
自
分
に
は
存
在
価
値
が

あ
る
、
自
分
が
好
き
だ
と
思
え
る
、

そ
し
て
、「
よ
く
生
き
る
」
た
め
に
も

そ
の
仕
事
に
就
け
る
よ
う
に
一
生
懸

命
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

読
ん
だ
本

『
ア
ド
ラ
ー
に
学
ぶ
よ
く
生
き
る
た
め

に
働
く
と
い
う
こ
と
』

（
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
）

　「平成 28 年度仙北市読書感想文コンクール」が行われ、

応募総数 169 点の中から仙北市長賞に高橋梓さん（小中学

校の部・角館小 4 年）、高橋瑠愛さん（高校の部・角館高 1
年）が選ばれました。

　2 月 26 日に仙北市総合情報センターで表彰式が行われ、

入賞者に表彰状と記念品が手渡されました。仙北市長賞の

受賞作品（原文）と審査結果を紹介します。

仙
北
市
読
書
感
想
文

小中学校の部

仙北市長賞

高校の部

仙北市長賞
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生涯学習課　 ☎43-3383
田沢湖公民館 ☎43-1061
角館公民館　 ☎54-1110
西木公民館　 ☎47-3100

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

生
涯
学
習

学
び
・
ふ
れ
あ
い
・
心
豊
か
に

広報せんぼく平成 29 年（2017） 3 月 16 日号　　学び・ふれあい・心豊かに  生涯学習

サークル活動を

している皆さん

にお願い　　　

　生涯学習課では、市民の

「新しく何かを学んでみた

い」「趣味や特技を通じて新

しい仲間や友人を増やした

い」そんな要望に答えられ

るよう、現在市内で活動し

ているサークル・団体等の

情報をまとめた平成29年度

版『仙北市生涯学習ガイド』

を作成します。

　市広報、ホームページ等

に掲載して活動内容等を紹

介しますので、掲載を希望

するサークル・団体等の情

報をお寄せください。詳し

くは生涯学習課までお問い

合せください。

　
田
沢
湖
公
民
館
を
主
に
活
動
の

場
と
す
る
グ
ル
ー
プ
や
個
人
の
作

品
の
展
示
、
む
か
し
語
り
や
大
正

琴
の
実
演
発
表
、
ま
た
、
自
宅
で

で
き
る
健
康
体
操
や
日
常
生
活
を

安
心
し
て
過
ご
す
た
め
の
講
話

の
ほ
か
、
田
沢
湖
を
題
材
に
「
ふ

る
さ
と
講
座
」
も
開
催
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問合せ　田沢湖公民館

会場　田沢湖総合開発センター 大集会室

田沢湖公民館まつり
第５回

生涯学習サークル紹介

　
私
た
ち
ク
ラ
フ
ト
教
室
で
は
、

梱
包
用
の
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
を

使
っ
て
、
大
小
様
々
な
か
ご
を

作
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
行
わ
れ
た
田
沢
湖
公
民

館
主
催
の
ク
ラ
フ
ト
教
室
を

き
っ
か
け
に
、
自
主
活
動
と
し

て
こ
の
教
室
を
始
め
、
ま
も
な

く
１
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
初
心
者
ば
か
り
で

す
が
、
田
口
先
生
の
指
導
の
も

と
、
よ
り
良
い
作
品
作
り
を
目

指
し
、
楽
し
く
一
生
懸
命
作
っ

て
い
ま
す
。

　
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
も
常
時

募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

クラフト教室

　　　　　　　　　　　　　　　  　市内で活動するサークルを

紹介します。参加してみたい、活動に興味がある方は田沢湖公民

館へお問い合わせください。

活
動
日
：
毎
月
４
回
　
　
会
員
数
：
20
人

活
動
場
所
：
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

生涯学習活動紹介

編み物教室

　
西
木
公
民
館
で
は
、

上
桧
木
内
の
山
鳩
館
を

会
場
に
、
棒
編
み
と
機

械
編
み
の
「
編
み
物
教

室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

10
日
間
と
短
い
期
間
の

教
室
で
し
た
の
で
、
受

講
者
の
皆
さ
ん
は
「
冬

の
寒
い
間
に
完
成
さ
せ

て
着
な
く
て
は
！
」
と

一
生
懸
命
帽
子
や
セ
ー

タ
ー
を
編
ん
で
い
ま
し

た
。
期
間
中
、
教
室
に

は
「
ザ
ー
ッ
、
ザ
ー
ッ
」

と
い
う
、
今
で
は
あ
ま

り
聞
く
こ
と
が
な
く

な
っ
た
機
械
編
み
の
音

が
響
き
、
懐
か
し
い
感

じ
が
し
ま
し
た
。

　
出
来
上
が
っ
た
セ
ー

タ
ー
な
ど
は
、
11
月
に

開
催
さ
れ
る
西
木
地
区

文
化
祭
に
も
展
示
予
定

で
す
。

作品展示
自由鑑賞

活動報告・実演
発表・特設講座

3月22日㈬  10:00～17:00

23日㈭  10:00～16:30

3月23日㈭  13:00～16:30

市立角館総合病院 新病院開院 について
シリーズ 4

診療費（入院、外来、人間ドック費用等）のお支払いに

 クレジットカード  がご利用いただけるようになります

ご利用開始日 平成29年4月3日㈪ ～

ご利用時間 平日8時30分～17時
※土・日・祝日は当面お取扱いできません。

決済方法

その他

●1回払い　●分割払い
●リボルビング払い

現金とカードの併用や 2枚以

上のカードを組み合わせての

お支払いはできませんのであ

らかじめご了承ください。

ご利用可能なクレジットカード

ＤＣ

ダイナースクラブ

ＭａｓｔｅｒＣａｒｄＶＩＳＡ

ＪＣＢ アメリカン
エキスプレス

ご注意点
クレジットカードには、カード毎にご利用限度額が設定されています。ご自身の利用限度額を確認の

うえ、ご利用ください。( ご利用限度額等については加入カード会社へご相談ください )

【問合せ】市立角館総合病院（角館町上野）☎54-2111

新病院移転に伴う外来休診等 のお知らせ

外来休診期間
救急患者
診療休診期間

手術休止期間

3月29日㈬ ～4月2日㈰
（ 透析外来は除く ） 

3月28日㈫ 17時

～4月4日㈫ 8時30分  
3月25日㈯ ～4月9日㈰

　入院中の方は 4月1日㈯の午前中に新病院へ移動します。患者さんやご家族の方々に大変ご不便をおか

けしますが、ご理解とご協力のほど、よろしくお願いします。

　なお、4月3日㈪の午前8時より総合案内と再来受付機で診察受付を開始します。

　　　　　　　　内覧会へご来院の際は、第1 ～第3駐車場をご利用ください。

　　　　　　　　なお、最終入場時間は 14時30分となりますので、ご了承ください。

内覧会

3月25日㈯・26日㈰

10:00～15:00

新病院開院日

新病院外来開始日

平成29年4月1日㈯

平成29年4月3日㈪
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ま
ず
行
こ
う
！

そ
の
行
動
が
秋
田
力
！

入場券の発送は、

3月23日の予定です。

　任期満了に伴う秋田県知事選挙は、平成29年

3月23日㈭に告示、平成29年4月9日㈰に投

開票の予定です。

問合せ　仙北市選挙管理委員会  ☎43-1150

  平成29年4月9日（日）

投票　7:00 ～ 19:00（市内21投票所）

開票　20:30 ～（角館交流センター）

投・開票予定日時と会場

　次の条件をすべて満たし、選挙人名簿に登録されている方

年齢／平成11年4月10日以前に生まれた方

　※学生等で市外に居住している方は投票できません。

住所／①平成28年12月22日以前から引き続き仙北市に住ん

でいて、住民基本台帳に登録されている方

　②引き続き3 か月以上仙北市に居住し住民基本台帳に記載さ

れた方で、仙北市に住所を有しなくなってから4 か月を経過

しない方のうち、転出先（秋田県内に限る）の選挙人名簿に

登録されていない方

　※平成28年12月22日以降に秋田県内の市町村間で住所を異動（1回に限

る）した方は、異動前の住所地で投票することができますが、この場合

には、現在お住まいの市町村または仙北市いずれかの役所で発行され

た「引き続き県内に住所を有する証明書」の提示が必要となります。

　　仙北市では、この証明書を3月24日から4月9日までの期間、田沢湖、

角館、西木の各庁舎窓口で発行（無料）しますが、土・日曜日および平

日の17時15分以降は、角館庁舎のみでの発行となります。

　③県外へ転出した方は投票できません。

仙北市で投票できる方

期日前・不在者投票のできる期間／

  平成29年3月24日（金）～4月8日（土）
　※投票日当日に仕事などのために投票所に行くことができない方は、期

日前・不在者投票をご利用ください。

１  期日前投票は、お住まいの地域に関係なく次の6投票所いず

れでも投票できます。

期日前投票所 投票時間

仙北市役所  田沢湖・角館・西木庁舎 8:30 ～20:00
田沢・神代・桧木内出張所 8:30 ～17:00

　※各出張所は、投票時間が17時で終了します。

　入場券がお手元に届いている場合は、入場券裏面の「期日前

投票宣誓書兼請求書」にあらかじめ所要事項を記入のうえ、

投票時にご持参ください。

２ 滞在先（出稼ぎ等）で不在者投票を行う場合は、お早めに請

求してください。仙北市役所各庁舎、各出張所窓口に3月16
日㈭から請求書を準備しています。

３ 病院等の指定施設に入院・入所されている場合は、施設の担

当者におたずねください。

４ 郵便による不在者投票（郵便等投票証明書をお持ちの方）は、

4月5日㈬までに請求してください。

期日前・不在者投票

秋田県知事選挙

　投票所は、次のとおりです。入場券が届きましたら、

投票場所を必ず確認してください。

投票区 投票所

田
沢
湖
地
域

田沢 田沢交流センター

石神 石神会館

武蔵野 武蔵野会館

生保内 田沢湖健康増進センター

潟 思い出の潟分校

岡崎 岡崎生活総合センター

神代 田沢湖福祉医療センター

梅沢 森腰構造改善センター

卒田 卒田会館

角
館
地
域

北 仙北市役所角館庁舎

南 （旧）市立角館総合病院（管理棟）

東 角館交流センター

西 角館中学校

中川 中川集落センター

雲沢 雲沢集落センター

西長野 西長野交流センター

白岩 白岩小学校

西
木
地
域

上桧木内 紙風船館

桧木内 西木総合健康増進センター
（吉田体育館）

西明寺北 かたくり館

西明寺南 西木総合開発センター

　

当日投票所

南
投
票
区
は
（
新
）
病
院
で
は
な
く

（
旧
）
市
立
角
館
総
合
病
院
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※身体障害者手帳、戦傷病者手帳、介護保険証をお持ちの方で、一定の要

件に該当する方は所定の手続きにより、自宅などで郵便等による不在者

投票ができます。あらかじめ、当選挙管理委員会から「郵便等投票証明書」

の交付を受けておく必要がありますので、ご注意ください。

　詳しくは、選挙管理委員会へお問い合せください。

　なお、仙北市ホームページ【市民情報（選挙）】でもご確認いただけます。

入口

（旧）市立角館総合病院 管理棟

総
合
情
報

セ
ン
タ
ー
方
面

Ｒ105方面

Ｐ

道
路
幅
が
狭
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

通
行
の
際
は
十
分
に
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　
前
号
に
続
き
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
Ｇ
ａ

ｌ
ａ
ｘ
ｙ 

Ｓ
７ 

ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
（
ギ
ャ
ラ
ク

シ
ー
エ
ス
セ
ブ
ン
エ
ッ
ジ
）
の
Ｃ
Ｍ
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
山
﨑
賢
人
さ
ん
が
雪
の
角
館
駅
前
を

駆
け
る
「
ど
ん
な
君
も
、
逃
さ
な
い
。
告

白
編
」
は
テ
レ
ビ
で
も
放
映
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
実
は
こ
の
他
に
も
、
ギ
ャ
ラ

ク
シ
ー
で
撮
り
歩
く
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ー

ジ
ョ
ン
が
撮
影
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
吊
り
橋
編
」
は
、
抱
返
り
渓
谷
に
あ

る
夏
瀬
橋
で
の
撮
影
。
山
﨑
さ
ん
が
吊

り
橋
の
上
か
ら
冬
景
色
を
楽
し
ん
だ
り
、

雪
や
自
然
と
戯
れ
る
様
子
が
見
ら
れ
ま

す
。「
き
り
た
ん
ぽ
編
」
は
、
き
り
た
ん
ぽ

を
食
べ
よ
う
と
料
亭
を
訪
ね
た
山
﨑
さ

ん
が
、
何
故
か
厨
房
で
鍋
を
作
る
こ
と

かくのだてフィルムコミッション

（仙北市観光課内）  ☎ 43-3352
http://kakunodate-fc.jp/

かくのだてフィルムコミッション

ロケーションだより
Kakunodate Film Commission

に
。
元
気
な
お
母
さ
ん
た
ち
に
囲
ま
れ

て
、
た
じ
た
じ
に
な
り
な
が
ら
も
調
理
す

る
姿
は
楽
し
そ
う
で
す
。「
こ
ど
も
た
ち

編
」
は
、
田
沢
湖
畔
の
思
い
出
の
潟
分
校

で
、
突
然
や
っ
て
来
た
山
﨑
さ
ん
と
か
く

れ
ん
ぼ
を
し
て
遊
ぶ
、
地
元
の
子
ど
も
た

ち
の
表
情
が
い
き
い
き
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
メ
イ
キ
ン
グ
編
」
も
あ
り
、
告

白
編
撮
影
の
裏
側
を
覗
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
ら
は
現
在
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
）
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。「
ど
ん
な
君
も
逃
さ
な
い
」

で
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
撮
影
に
際
し
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場

を
借
り
て
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　（
会
長
　
坂
本  

洋
）

YouTube（インターネット動画）でも

CM を楽しめますよ

　

年
明
け
後
の
仙
北
市
は
、
各
地
の
小
正
月
行

事
や
モ
ー
グ
ル
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
台
湾
か
ら

の
修
学
旅
行
受
入
れ
、
青
山
学
院
大
学
の
冬
季

交
流
、
雪
ツ
ア
ー
ほ
か
、
本
当
に
多
く
の
お
客

様
を
お
迎
え
で
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
市
民

の
皆
様
、
関
係
の
皆
様
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
の
間
、
消
防
出
初
式
や
仙
北
市
子
ど
も
議

会
、
地
域
運
営
体
会
議
、
水
道
審
議
会
、
地
域

農
業
再
生
協
議
会
、
広
域
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

株
式
会
社
ツ
ム
ラ
と
の
生
薬
栽
培
に
関
す
る
覚

書
締
結
な
ど
な
ど
、
平
成
29
年
度
を
迎
え
る
準

備
作
業
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
市
議
会
定
例

会
も
間
も
な
く
閉
会
日
を
迎
え
ま
す
。
市
民
の

皆
様
は
、
子
ど
も
の
入
学
や
進
級
準
備
、
転
勤

や
引
っ
越
し
な
ど
の
対
応
、
農
業
も
春
作
業
に

向
け
た
準
備
が
本
格
化
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
難

儀
な
こ
と
が
多
い
毎
日
で
す
。
で
も
準
備
を
怠

り
な
く
進
め
て
、「
さ
あ
来
い
、
春
！
」
の
思
い

で
陽
光
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

　

先
日
、
と
あ
る
会
合
に
出
席
し
て
、
先
進
的

な
農
業
経
営
を
行
っ
て
い
る
実
践
者
の
取
り

組
み
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
親
戚
に
も
農
家
が

い
な
い
環
境
で
育
っ
た
千
葉
県
の
女
性
は
、
地

元
の
園
芸
高
校
を
卒
業
後
、
近
く
の
農
園
に
就

職
し
て
野
菜
づ
く
り
を
担
当
し
ま
し
た
。
上
手

に
で
き
な
い
数
年
間
、
悩
み
な
が
ら
栽
培
ノ
ー

ト
を
書
き
続
け
て
研
究
を
重
ね
、
今
で
は
自
慢

の
野
菜
を
買
っ
た
人
か
ら
「
美
味
し
い
よ
」
と

言
っ
て
も
ら
え
る
ま
で
腕
を
上
げ
た
そ
う
で

す
。
兵
庫
県
の
女
性
も
、
嫁
ぐ
ま
で
農
業
経
験

は
ゼ
ロ
で
し
た
。
田
ん
ぼ
仕
事
に
ピ
ン
ク
の
ブ

ラ
ウ
ス
を
着
て
出
か
け
、
周
囲
か
ら
奇
異
の
視

線
を
浴
び
た
そ
う
で
す
。
で
も
実
家
や
家
族
の

心
配
を
よ
そ
に
自
分
ス
タ
イ
ル
を
貫
き
、
今
で

は
地
域
の
農
業
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
酒
米
栽
培
を

指
導
し
て
い
ま
し
た
。
鳥
取
県
の
ご
夫
婦
は
、

お
父
さ
ん
が
Ｊ
Ａ
職
員
、
お
母
さ
ん
が
看
護
師

さ
ん
で
、
家
業
の
農
作
業
を
受
け
身
で
細
々
と

続
け
る
毎
日
で
し
た
。
で
も
50
年
先
に
評
価
し

て
も
ら
え
る
仕
事
に
打
ち
込
み
た
い
と
、
畑
で

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
栽
培
を
始
め
、
現
在
は
年
間

３
千
人
を
超
え
る
入
園
者
が
あ
る
人
気
の
観
光

農
園
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

最
初
は
上
手
く
い
か
な
い
、
理
解
し
て
も
ら

え
な
い
…
。
こ
れ
は
当
た
り
前
で
す
。
で
も
自

分
を
信
じ
、
諦
め
な
い
で
続
け
れ
ば
、
理
解
者

も
現
れ
大
き
な
達
成
感
に
巡
り
会
え
ま
す
。

　

新
年
度
を
前
に
、
皆
様
に
お
伝
え
し
た
い
幾

つ
か
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
し
た
。

仙
北
市
長
　
門
脇
　
光
浩

『
自
分
を
信
じ
て
！
』
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仙
北
市
学
校
適
正
配
置
に
関
す
る
提
言
書

仙北市学校教育に関する

アンケート調査結果

１ 

仙
北
市
の
現
状

　
平
成
28
年
５
月
現
在
の
児
童
生
徒
数
は
、

１
７
８
５
人
（
児
童
数
１
１
７
０
人
、
生

徒
数
６
１
５
人
）。
急
速
な
少
子
化
に
よ
り
、

市
町
村
合
併
時
（
平
成
17
年
度
）
と
比
較
し

て
、
小
学
校
数
が
３
校
減
少
、
小
学
校
児

童
数
が
９
８
６
人
の
減
少
、
中
学
校
生
徒

数
が
２
７
７
人
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　
平
成
34
年
度
の
推
計
で
小
学
校
児
童
数

９
０
２
人
（
平
成
28
年
比
２
６
８
人
減
）、

生
徒
数
４
１
４
人
（
平
成
28
年
比
２
０
１

人
減
）
と
な
っ
て
い
て
、
児
童
生
徒
数
は

今
後
も
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
度
は
小
学
校
２
校
が

複
式
学
級
（
内
１
校
は
複
式
学
級
が
２
学

級
）
と
な
っ
て
い
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況

は
今
後
も
継
続
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

２ 

学
校
と
地
域
の
関
わ
り
に
つ
い
て

（
１
）
学
校
は
、
児
童
生
徒
の
教
育
の
た
め

の
施
設
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
各
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
の
性
格
を
有

し
、
防
災
、
子
育
て
、
地
域
の
交
流
の
場

な
ど
、
様
々
な
機
能
を
併
せ
持
ち
、
地
域

の
宝
で
あ
り
、
活
力
の
源
に
も
な
っ
て
い

る
。
学
校
の
適
正
配
置
に
当
た
っ
て
は
、

こ
の
よ
う
な
地
域
の
思
い
や
地
域
に
果
た

す
学
校
の
役
割
、
機
能
も
十
分
に
考
慮
し

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
２
）
学
校
教
育
は
、
地
域
の
未
来
の
担
い

手
で
あ
る
子
供
た
ち
を
育
む
営
み
で
も
あ

る
。
地
域
を
ど
う
す
る
か
、
こ
の
よ
う
な

子
供
た
ち
の
将
来
の
雇
用
の
場
の
確
保
や

定
住
促
進
な
ど
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
在
り

方
の
観
点
か
ら
の
議
論
も
必
要
で
あ
る
。

（
３
）
学
校
は
、
地
域
の
人
的
・
物
的
資
源

等
を
教
育
活
動
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ

り
活
性
化
し
、
子
供
た
ち
が
地
域
行
事
に

積
極
的
に
参
加
し
た
り
、
様
々
な
役
割
を

担
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
に
活
気

と
賑
わ
い
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
地
域
と
学
校
と
の
交
流
・
連
携
は
、

学
校
適
正
配
置
後
も
し
っ
か
り
と
継
続
し
、

よ
り
よ
い
関
係
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

３ 

具
体
的
な
検
討
の
タ
イ
ミ
ン
グ

　
学
校
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核

で
あ
り
、
地
域
の
宝
、
活
力
の
源
で
あ
り
、

で
き
る
だ
け
地
域
に
学
校
を
存
続
さ
せ
た

い
と
い
う
の
が
委
員
会
の
総
意
で
あ
る
。

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
は
、

子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
学

校
適
正
配
置
の
具
体
的
な
検
討
に
入
る
こ

と
も
や
む
な
し
と
考
え
る
。

【
統
合
の
検
討
に
入
る
べ
き
状
況
】

①
小
学
校
に
お
い
て
は
、
継
続
し
て
複
式
学

級
が
発
生
し
、
か
つ
全
校
児
童
数
が
50

人
を
下
回
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合

②
中
学
校
に
お
い
て
は
、
学
年
内
に
複
数

の
学
習
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
状
況
が
継
続
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
場
合

　
具
体
的
に
は
、
１
学
年
１
学
級
の
学
校

で
、
継
続
し
て
全
て
の
学
級
の
人
数
が

15
人
を
下
回
り
、
か
つ
全
校
生
徒
数
が

45
人
を
下
回
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合

③
上
記
①
、
②
に
該
当
し
な
い
場
合
で
あ
っ

て
も
、
近
隣
の
学
校
へ
の
就
学
指
定
校

変
更
を
希
望
す
る
傾
向
が
顕
著
に
表
れ

て
き
た
場
合

問合せ  　仙北市教育委員会 北浦教育文化研究所　☎43-3387

対象者 対象数 回収数 回収率

市民 2,000 808 40.4％

保護者 1,595 1,352 84.8％

児童・生徒 424 413 97.4％

※市民　　保護者以外の18歳以上の市民（抽出）

※保護者　　保育園、幼稚園、小・中学校の保護者（全員）

※児童・生徒　市内小学校6年生・中学校3年生（全員）

調査対象等

回答項目 市民 保護者
児童・
生徒

基礎的・基本的な知識・技能を

身に付ける教育
16.1％ 17.6％ 51.3％

マナーや社会のルールを身に付

ける教育
17.8％ 16.9％ 35.6％

集団の中で表現力やコミュニ

ケーション能力を育てる教育
11.3％ 18.0％ 32.2％

学校教育に望むこと（上位3項目）

回答項目 市民 保護者
児童・
生徒

児童生徒一人一人に目が行き届き，きめ

細かな指導が行われているか心配
14.9％ 24.9％

豊かな人間関係や多様な集団形成が図ら

れやすい環境になっているか心配
18.0％ 18.8％

集団の中で多様な考えに触れ，協力し合っ

たり切磋琢磨したりする学習が行われて

いるか心配
13.1％ 9.2％

学校について、心配に思っていること（上位3項目）

❶ 小学校

回答項目

対象別 地区別（数値は、市民・保護者・児童の合計の割合）

市民 保護者 児童
角館・

雲沢地区
中川地区 白岩地区

生保内・
田沢地区

神代地区
西明寺
地区

桧木内・上
桧木内地区

統合する必要がある 8.9％ 5.5％ 38.5％ 9.7％ 11.8％ 9.0％ 4.1％ 7.5％ 15.9％ 17.9％

状況によっては統合する必要がある 43.4％ 45.1％ 46.5％ 44.8％ 48.9％ 30.1％ 31.1％ 48.4％ 43.7％

統合する必要はない 29.6％ 34.6％ 54.5％ 28.2％ 31.6％ 30.1％ 47.8％ 46.4％ 22.4％ 27.2％

よく分からない 14.6％ 12.9％ 7.0％ 13.5％ 10.5％ 10.5％ 15.3％ 12.7％ 11.5％ 9.3％

無回答 3.5％ 1.9％ 0.0％ 2.1％ 1.3％ 1.5％ 2.7％ 2.3％ 1.8％ 1.9％

❷ 中学校

回答項目

対象別 地区別（数値は、市民・保護者・生徒の合計の割合）

市民 保護者 生徒
角館・中川・白
岩・雲沢地区

生保内・
田沢地区

神代地区 西明寺地区
桧木内・

上桧木内地区

統合する必要がある 9.8％ 6.7％ 22.5％ 6.1％ 5.0％ 8.0％ 22.4％ 25.0％

状況によっては統合する必要がある 39.2％ 34.5％ 30.9％ 28.6％ 31.9％ 47.8％ 39.9％

統合する必要はない 32.1％ 41.8％ 67.6％ 45.3％ 47.8％ 43.5％ 16.9％ 22.3％

よく分からない 14.2％ 15.0％ 9.9％ 14.8％ 15.4％ 14.6％ 11.8％ 10.8％

無回答 4.7％ 2.0％ 0.0％ 2.9％ 3.2％ 2.0％ 1.1％ 2.0％

学校の統合について

　
今
後
の
市
内
小
中
学
校
の
適
正
配
置
に
つ
い
て
、
市
民
の
代
表
12
人

で
構
成
さ
れ
る
「
学
校
適
正
配
置
研
究
検
討
委
員
会
」
か
ら
提
言
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
提
言
書
の
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　仙北市教育委員会では、よりよい学習環境や

生活環境を整備し、今後の学校教育を充実さ

せていくためにアンケート調査を実施し、そ

の結果がまとまりましたので、概要をお知ら

せします。

　なお、アンケート結果の詳細は、市ホーム

ページに掲載しています。
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便名 ▲1 2 3 4 ▲5
発 / 着 循環　角館駅前

角館駅前 ▲7:15 8:20 11:30 14:45 ▲16:00
市立病院前 － 8:24 11:34 14:49 ▲16:04
田町下丁 － 8:26 11:36 14:51 ▲16:06
西宮家前 － 8:27 11:37 14:52 ▲16:07
駅通り － － 11:38 14:53 ▲16:08
下菅沢 ▲7:17 － 11:40 14:55 ▲16:10

駅東公園前 ▲7:19 － 11:42 14:57 ▲16:12
ワンダーモール前 ▲7:23 － 11:44 14:59 ▲16:15

上菅沢 ▲7:24 － 11:45 15:00 ▲16:16
水ノ目沢 ▲7:25 － － － －
角館駅前 － － 11:47 15:02 ▲16:18
駅通り － － 11:48 15:03 ▲16:19
立町 － 8:28 11:49 15:04 ▲16:20
中町 － 8:29 11:50 15:05 ▲16:21

横町十文字 ▲7:27 8:30 11:51 15:06 ▲16:22
中学校前 ▲7:28 8:32 11:53 15:08 ▲16:24
よねや前 － － 11:54 15:09 ▲16:25
小学校前 ▲7:31 － － ▲15:11 ▲16:27
警察署前 ▲7:32 8:33 11:55 15:12 ▲16:28
荒屋敷 － 8:34 11:56 15:13 ▲16:29
田頭 ▲7:34 8:36 11:58 15:15 ▲16:31
碇 ▲7:36 8:38 12:00 15:17 ▲16:33

大畑 ▲7:39 8:41 12:03 15:20 ▲16:36
大瀬蔵野 ▲7:43 8:44 12:06 15:23 ▲16:39

下延コミュニティーセンター前 ▲7:44 8:46 12:08 15:25 ▲16:41
下延橋 ▲7:45 8:47 12:09 15:26 ▲16:42
竹市 ▲7:46 8:48 12:10 15:27 ▲16:43

切欠田 ▲7:48 8:50 12:12 15:29 ▲16:45
内山 ▲7:50 8:52 12:14 15:31 ▲16:47

八割西村 － 8:53 12:16 15:33 ▲16:49
八割東村 － 8:54 12:17 15:34 ▲16:50

西保育園前 ▲7:55 8:55 12:18 15:35 ▲16:51
下町屋 ▲7:56 8:56 12:19 15:36 ▲16:52
荒屋敷 ▲7:58 8:57 12:20 15:37 ▲16:53

警察署前 ▲7:59 8:58 12:21 15:38 ▲16:54
小学校前 ▲8:02 － － － －
よねや前 － 8:59 12:22 15:39 －
中学校前 ▲8:03 9:00 12:23 － －

横町十文字 ▲8:04 9:01 12:24 － －
中町 ▲8:05 9:02 12:25 － －
立町 ▲8:06 9:03 12:26 － －

高校角 ▲8:07 9:04 12:27 － －
大塚 ▲8:09 9:06 12:29 － －

岩瀬住宅前 ▲8:10 9:07 12:30 － －
市立病院前 ▲8:12 9:09 12:32 － －
田町下丁 ▲8:15 9:12 12:35 15:42 ▲16:57
西宮家前 ▲8:16 9:13 12:36 15:43 ▲16:58
駅通り ▲8:17 9:14 12:37 15:44 ▲16:59
上菅沢 － 9:16 12:39 － －

ワンダーモール前 － 9:18 12:41 － －
駅東公園前 － 9:19 12:42 － －

下菅沢 － 9:21 12:44 － －
角館駅前 ▲8:18 9:23 12:46 15:45 ▲17:00

※
荒
屋
敷
よ
り
下
延
・
八
割
方
面
は
フ
リ
ー
乗
降
区
間
で
す
。

※
荒
屋
敷
よ
り
下
延
・
八
割
方
面
は
フ
リ
ー
乗
降
区
間
で
す
。

スマイルバスに関するお問い合わせ （株）西宮家（仙北市指定管理者）　☎ 52-2438 スマイルバスに関するお問い合わせ （株）西宮家（仙北市指定管理者）　☎ 52-2438

便名 ▲1 2 3 4 ▲5 6
発 / 着 循環　角館駅前

角館駅前 ▲7:15 8:30 10:35 12:20 ▲15:20 16:05
田町下丁 － － 10:37 12:22 ▲15:22 －
西宮家前 － － 10:38 12:23 ▲15:23 －
駅通り － － 10:39 12:24 － －
下菅沢 ▲7:17 8:32 10:41 12:26 － 16:07

菅沢ニュータウン ▲7:21 8:34 10:43 12:28 － －
菅沢団地 ▲7:24 8:35 10:44 12:29 － －

駅東公園前 － 8:38 10:46 12:31 － 16:10
ワンダーモール前 － 8:40 10:47 12:32 － 16:11

上菅沢 ▲7:26 8:41 10:48 12:33 － 16:12
角館駅前 － 8:42 － 12:34 － 16:13
駅通り － 8:43 － 12:35 － 16:14

水ノ目沢 ▲7:27 － － － － －
立町 － 8:44 － 12:36 ▲15:24 16:15
中町 － 8:45 － 12:37 ▲15:25 16:16

横町十文字 ▲7:29 8:46 10:50 12:38 ▲15:26 16:17
中学校前 ▲7:30 8:47 10:51 12:39 ▲15:27 16:18
よねや前 － － 10:52 12:40 ▲15:28 16:19

市立病院前 － 8:50 10:55 12:43 － 16:22
小学校前 ▲7:33 － － － ▲15:31 ▲16:25
警察署前 ▲7:34 8:52 － 12:45 － 16:26
荒屋敷 ▲7:35 8:53 － 12:46 － 16:27
下町屋 ▲7:37 8:55 － 12:48 － 16:29

西保育園前 ▲7:38 8:56 － 12:49 － 16:30
八割東村 ▲7:40 8:58 － 12:51 － 16:32
八割西村 ▲7:42 9:00 － 12:53 － 16:34
西村会館 ▲7:43 9:01 － 12:54 － 16:35

大沢 ▲7:45 9:03 － 12:56 － 16:37
塩手沢 ▲7:47 9:05 － 12:58 － 16:39
鬼壁 ▲7:50 9:08 － 13:01 － 16:42
高森 ▲7:52 9:10 － 13:03 － 16:44

警察署前 ▲7:57 9:15 － 13:08 － 16:49
小学校前 ▲8:00 － － － － ▲16:50
よねや前 － 9:16 － 13:09 － 16:52
中学校前 ▲8:01 9:17 － 13:10 － 16:53

横町十文字 ▲8:02 9:18 － 13:11 － 16:54
中町 ▲8:03 9:19 － 13:12 － －
立町 ▲8:04 9:20 － 13:13 － －

高校角 ▲8:05 9:21 － 13:14 － －
大塚 ▲8:07 9:23 － 13:16 － －

岩瀬住宅前 ▲8:08 9:24 － 13:17 － －
市立病院前 ▲8:10 9:26 － 13:19 ▲15:33 －
田町下丁 ▲8:13 9:29 10:57 13:21 ▲15:35 －
西宮家前 ▲8:14 9:30 10:58 13:22 ▲15:36 －
駅通り ▲8:15 9:31 － 13:23 － －
立町 － － 10:59 － ▲15:37 －
中町 － － 11:00 － ▲15:38 －

水ノ目沢 － － － － ▲15:39 ▲16:55
上菅沢 － 9:33 － 13:25 ▲15:40 16:57

ワンダーモール前 － 9:35 － 13:28 ▲15:41 16:59
駅東公園前 － 9:37 － 13:29 ▲15:42 17:01

菅沢ニュータウン － － － 13:31 ▲15:44 17:03
菅沢団地 － － － 13:32 ▲15:45 17:05
下菅沢 － 9:38 － 13:34 ▲15:47 17:07

角館駅前 ▲8:16 9:40 11:03 13:36 ▲15:49 17:09

　市立角館総合病院の移転等に伴い 4月1
日㈯から市民バスのダイヤを改正します。

　また、一部の停留所が新設および名称変

更となります。

※デマンド型乗合タクシーのパンフレット（時刻表等）は広

報 4 月 1 日号に折り込みます。なお、大幅な時刻改正等は

行いませんが、現市立角館総合病院前の乗降場所は新しい

病院前に移設となります。詳しくは各デマンド交通事業者

にお問い合わせください。

問合せ 　仙北市企画政策課　☎43-1112

平成 29 年 4 月1日から

市民バスのダイヤを改正します
平成 29 年 4 月 1 日　仙北市民バス時刻表

八割線
スマイルバス

平成 29 年 4 月 1 日　仙北市民バス時刻表

下延線
スマイルバス

運休日／日曜日、祝日、12月31日～1月3日

　時刻表の▲印は土曜日、12月29日・30日運休

普通運賃／大人 200 円、小中学生 100 円

回数券取扱窓口／●西宮家（母屋売店）  ●バス車内

定期券取扱窓口／●西宮家（母屋売店）

八割線

新停留所／●市立病院前（新病院）　●岩瀬住宅前

　●よねや前

名称変更／●大塚（現市立病院前）　●高校角（現南

　高校角）　●横町十文字（現武家屋敷通南）

運休日／日曜日、祝日、12月31日～1月3日

　時刻表の▲印は土曜日、12月29日・30日運休

普通運賃／大人 200 円、小中学生 100 円

回数券取扱窓口／●西宮家（母屋売店）　●バス車内

定期券取扱窓口／●西宮家（母屋売店）

下延線

新停留所／●市立病院前（新病院） ●岩瀬住宅前 ●よねや前

名称変更／●大塚（現市立病院前）　●高校角（現南高校角）

　●横町十文字（現武家屋敷通南）
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※
国
道
46
号
よ
り
中
川
方
面
は
フ
リ
ー
乗
降
区
間
で
す
。

【運行系統名】中川１ 【運行系統名】中川２

便名 ▲1 2 3 4
発 / 着 発：角館駅前　/　着：野田

角館駅前 ▲9:40 11:20 13:40 16:10
上菅沢 － 11:22 13:42 16:12

ワンダーモール前 － 11:24 13:45 16:14
駅東公園前 － 11:26 13:47 16:16

下菅沢 － 11:28 13:49 16:18
市立病院前 ▲9:44 11:32 13:53 16:22
岩瀬住宅前 ▲9:45 11:33 13:54 16:23

大塚 ▲9:46 11:34 13:55 16:24
田町下丁 ▲9:48 11:36 13:57 16:26
西宮家前 ▲9:49 11:37 13:58 16:27
駅通り － 11:39 14:00 16:29

角館駅前 － 11:40 14:01 16:30
立町 ▲9:51 11:42 14:03 16:32
中町 ▲9:52 11:43 14:04 16:33

横町十文字 ▲9:53 11:44 14:05 16:34
伝承館入口 ▲9:54 11:45 14:06 16:35

川原町 ▲9:55 11:46 14:07 16:36
鵜ノ崎橋 ▲9:56 11:47 14:08 16:37

川原 ▲9:58 11:49 14:10 16:39
中川郵便局前 ▲10:00 11:51 14:12 16:41
中川小学校前 － 11:53 14:14 16:43

安久戸 － 11:54 14:15 16:44
八掛 － 11:55 14:16 16:45

若神子 － 11:56 14:17 16:46
赤平 － 11:58 14:20 16:48

中川小学校前 － 12:01 14:23 16:51
中川集落センター前 ▲10:01 12:02 14:24 16:52

下高屋 ▲10:03 12:04 14:26 16:54
川崎 ▲10:05 12:06 14:28 16:56
黒沢 ▲10:07 12:08 14:30 16:58

上黒沢 ▲10:08 12:09 14:31 16:59
黒森 ▲10:10 12:11 14:33 17:01
大場 ▲10:11 12:13 14:35 17:03
雫田 ▲10:12 12:16 14:38 17:06
野田 － 12:20 14:42 17:10

便名 ▲1 2 3 ▲4 5
発 / 着 発：野田　/　着：角館駅前

野田 ▲7:15 8:25 － ▲12:20 14:45
雫田 ▲7:18 8:28 10:12 ▲12:23 14:48
大場 ▲7:21 8:30 10:14 ▲12:26 14:51
黒森 ▲7:23 8:31 10:15 ▲12:28 14:53

上黒沢 ▲7:25 8:33 10:17 ▲12:30 14:55
黒沢 ▲7:26 8:34 10:18 ▲12:31 14:56
川崎 ▲7:28 8:36 10:20 ▲12:33 14:58

下高屋 ▲7:30 8:38 10:22 ▲12:35 15:00
中川集落センター前 ▲7:32 8:40 10:24 ▲12:37 15:02

中川小学校前 ▲7:34 8:41 10:25 ▲12:38 15:03
赤平 ▲7:37 8:44 10:28 ▲12:41 15:06

若神子 ▲7:39 8:46 10:30 ▲12:43 15:08
八卦 ▲7:40 8:47 10:31 ▲12:44 15:09

安久戸 ▲7:41 8:48 10:32 ▲12:45 15:10
中川小学校前 ▲7:42 8:49 10:33 ▲12:46 15:11
中川郵便局前 ▲7:44 8:51 10:35 ▲12:48 15:13

川原 ▲7:46 8:53 10:37 ▲12:50 15:15
鵜ノ崎橋 ▲7:48 8:55 10:39 ▲12:52 15:17
川原町 ▲7:50 8:57 10:41 ▲12:54 15:19

伝承館入口 ▲7:51 8:58 10:42 ▲12:55 15:20
横町十文字 ▲7:52 8:59 10:43 ▲12:56 15:21

中町 ▲7:53 9:00 10:44 ▲12:57 15:22
立町 ▲7:54 9:01 10:45 ▲12:58 15:23

高校角 ▲7:55 9:02 10:46 ▲12:59 15:24
大塚 ▲7:57 9:04 10:48 ▲13:01 15:26

岩瀬住宅前 ▲7:58 9:05 10:49 ▲13:02 15:27
市立病院前 ▲8:00 9:07 10:51 ▲13:04 15:29
田町下丁 ▲8:03 9:10 10:54 ▲13:07 15:32
西宮家前 ▲8:04 9:11 10:55 ▲13:08 15:33
駅通り ▲8:05 9:12 10:56 ▲13:09 15:34
下菅沢 － 9:14 10:58 ▲13:11 15:36

駅東公園前 － 9:17 11:00 ▲13:13 15:38
ワンダーモール前 － 9:21 11:01 ▲13:17 15:40

上菅沢 － 9:23 11:02 ▲13:18 15:41
角館駅前 ▲8:06 9:25 11:04 ▲13:20 15:43

たっこちゃんバスに関するお問い合わせ  ロイヤル交通（株）秋田営業所（仙北市指定管理者）　☎ 43-0101

便名 3 4 5 ▲6
発 / 着 循環　田沢湖庁舎前

田沢湖庁舎前 11:25 13:25 15:20 ▲16:25
街道ノ上 11:26 13:26 15:21 ▲16:26
病院前 11:27 13:27 15:22 ▲16:27

グランマート前 － 13:28 15:23 ▲16:28
田沢湖駅前 11:28 13:30 15:25 ▲16:30
商工会館前 11:29 13:31 15:26 ▲16:31
小学校前 11:31 13:33 15:28 ▲16:33
中学校前 11:32 13:34 15:29 ▲16:34

だしのこ園前 － － 15:31 －
東風の湯前 11:34 13:36 15:33 ▲16:36

生保内公園口 11:36 13:38 15:35 ▲16:38
愛宕町前 11:37 13:39 15:36 ▲16:39
武蔵野 11:38 13:40 15:37 ▲16:40
大杉沢 11:39 13:41 15:38 ▲16:41

仙岩団地 11:42 13:44 15:41 －
市営住宅前 11:44 13:46 15:43 ▲16:42

田沢湖庁舎前 11:46 13:48 15:45 ▲16:44
街道ノ上 11:47 13:49 15:46 ▲16:45

商工会館前 11:48 13:50 15:47 ▲16:46
田沢湖駅前 11:49 13:51 15:49 ▲16:47

病院前 11:50 13:52 15:50 ▲16:48
グランマート前 11:51 13:53 15:51 ▲16:49

雁治塚 11:53 13:55 15:53 ▲16:51
生保内発電所前 11:55 13:57 15:55 ▲16:53

四十程第１ 11:57 13:59 15:57 ▲16:55
四十程第２ 11:58 14:00 15:58 ▲16:56

赤石 12:00 14:02 16:00 ▲16:58
上堂田 12:03 14:05 16:03 ▲17:01

堂田会館前 12:04 14:06 16:04 ▲17:02
下堂田 12:05 14:07 16:05 ▲17:03
田向 12:06 14:08 16:06 ▲17:04
野村 12:07 14:09 16:07 ▲17:05

下相内端 12:09 14:11 16:09 ▲17:07
相内端 12:10 14:12 16:10 ▲17:08

手倉相内会館前 12:11 14:13 16:11 ▲17:09
手倉野 12:12 14:14 16:12 ▲17:10

上手倉野 12:13 14:15 16:13 ▲17:11
沼田 12:14 14:16 16:14 ▲17:12

十文字 12:15 14:17 16:15 ▲17:13
病院前 12:17 14:19 － －

グランマート前 12:18 14:20 16:17 －
田沢湖駅前 12:20 14:21 － －
商工会館前 12:21 14:22 － －
街道ノ上 12:22 14:23 16:19 ▲17:14

田沢湖庁舎前 12:23 14:24 16:20 ▲17:15

【
運
行
系
統
名
】
向
生
保
内
１

【
運
行
系
統
名
】
向
生
保
内
2

便名 ▲1 2
発 / 着 循環  田沢湖庁舎前

田沢湖庁舎前 ▲7:15 8:15
病院前 ▲7:17 8:17
雁治塚 ▲7:19 8:19

生保内発電所前 ▲7:22 8:22
四十程第１ ▲7:24 8:24
四十程第２ ▲7:25 8:25

赤石 ▲7:27 8:27
上堂田 ▲7:30 8:30

堂田会館前 ▲7:31 8:31
下堂田 ▲7:32 8:32
田向 ▲7:34 8:34
野村 ▲7:35 8:35

下相内端 ▲7:37 8:37
相内端 ▲7:38 8:38

手倉相内会館前 ▲7:39 8:39
手倉野 ▲7:40 8:40

上手倉野 ▲7:41 8:41
沼田 ▲7:42 8:42

市営住宅前 ▲7:46 8:46
仙岩団地 － 8:49
大杉沢 － 8:52
武蔵野 － 8:53

愛宕町前 ▲7:47 8:54
生保内公園口 ▲7:48 8:55
東風の湯前 － 8:57

だしのこ園前 － 8:59
中学校前 ▲7:50 9:01
小学校前 ▲7:52 9:02

商工会館前 ▲7:54 9:04
田沢湖駅前 ▲7:55 9:05

病院前 ▲7:56 9:06
商工会館前 ▲7:57 9:07
街道ノ上 ▲7:58 9:08

田沢湖庁舎前 ▲8:00 9:10

平成 29 年 4 月 1 日　仙北市民バス時刻表

中川線
スマイルバス

平成 29 年 4 月 1 日　仙北市民バス時刻表

たっこちゃんバス

向生保内線

スマイルバスに関するお問い合わせ （株）西宮家（仙北市指定管理者）　☎ 52-2438

運休日／日曜日、祝日、12月31日～1月3日

　時刻表の▲印は土曜日、12月29日・30日運休

普通運賃／大人 200 円、小中学生 100 円

回数券取扱窓口／●西宮家（母屋売店）　●バス車内

定期券取扱窓口／●西宮家（母屋売店）

中川線

新停留所／●市立病院前（新病院）　●岩瀬住宅前　●赤平

名称変更／●大塚（現市立病院前）　●高校角（現南高校角）

　●横町十文字（現武家屋敷通南）

運休日／日曜日、祝日、12月31日～1月3日

　時刻表の▲印は土曜日、12月29日・30日運休

普通運賃／大人 200 円、小中学生 100 円

回数券取扱窓口／●バス車内　●ロイヤル交通㈱秋田営業所

　●四十程（高橋良宣様）　●手倉相内 ( 荒木田保険様 )

　●野村・田向 ( 畠山隆太郎様 )　●堂田（草彅金栄様）

定期券取扱窓口／●ロイヤル交通㈱秋田営業所

向生保内線

新停留所／●グランマート前
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社会福祉法人

仙北市社会福祉協議会　
職員募集

【募集職種】

①事務職員  正職員1人  契約職員1人

　 ▼業務内容：社会福祉に関すること全

般、経理・一般事務、老人ホーム庶務

　 ▼必要資格：正職員は社会福祉主事ま

たは経理事務経験者。正職員、契約職

員ともに普通自動車運転免許

②介護支援専門員  正職員1人

　 ▼業務内容：介護に関する相談業務、

ケアプラン作成  ▼必要資格：介護支援

専門員、普通自動車運転免許

【①、②共通事項】 ▼ 年齢：昭和41年

4月2日以降に生まれた方  ▼雇用形

態：週休2日制  ▼勤務時間：8:30 ～

17:15  ▼給与：当会の規定によります。

▼勤務場所：本所・各支所・各施設

【申込期間】3月16日木 ～ 31日金 

※履歴書・資格証明書の写しを持参または

簡易書留にて下記まで郵送してください。

【採用試験】4月8日土（作文・面接試験）

【採用予定日】5月1日月

--------------------------------------
　パート介護職員等も募集しています。

詳しくは下記までお問い合わせください。
--------------------------------------

【問合せ】社会福祉法人 仙北市社会福祉協

議会総務課（仙北市角館町小勝田間野

54-5） ☎52-1624

OSHIRASE NAVI募　集

JICA ボランティア

2017年度春募集
　独立行政法人国際協力機構（JICA）で

は、JICA ボランティア春募集「体験談

＆説明会」を開催します。

【募集期間】3月31日金 ～ 5月10日水 

【対象】日本国籍を持つ次の方  ▼青年海

外協力隊、日系社会青年ボランティ

ア：20歳～ 39歳  ▼シニア海外ボラ

ンティア、日系社会シニア・ボランティ

ア：40歳～ 69歳

【体験談＆説明会】各地で開催する説明会

では、応募資料の配布、制度説明、体

験談発表、応募相談などを行います。

予約不要・参加無料・入退場自由。

【説明会日程】4月15日土 10:00 ～ 12:00

　にぎわい交流館 AU 4階（秋田市中通）

【問合せ】詳細は JICA 東北ホームページ

またはお電話で。

　JICA 東北  ☎022-223-4772

OSHIRASE NAVI募　集
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無料法律相談
　市では、法律問題でお困りの方が、お気

軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談でき

るよう、秋田弁護士会のご協力をいただき、

次のとおり無料法律相談を開催します。

【日時】3月29日水 13:30 ～

【場所】角館交流センター 第2研修室

【相談員】河村憲史弁護士

【相談内容】 ▼一般法律相談（法律問題全

般のご相談） ▼サラ金・クレジットな

ど多重債務のご相談 ▼中小企業・個人

事業に関するご相談 ▼高齢者・障がい

者に関するご相談 ▼交通事故に関する

ご相談 ▼子どもに関するご相談

【申込方法】総務課総務係に電話で予約し

てください。

【予約受付時間】平日9:00 ～ 17:00

【相談時間等】1日先着5人。1人30分以

内。（①13:30 ～ 14:00  ②14:05 ～

14:35  ③14:40 ～ 15:10  ④15:15

～ 15:45  ⑤15:50 ～ 16:20）

【その他】相談がスムーズに進むよう、あ

らかじめ話の内容をまとめてきてくだ

さい。相談に必要と思われる資料があ

りましたらお持ちください。

【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

OSHIRASE NAVI相　談

融雪期の事故防止について
　冬の寒さが和らぎ、気温が上昇してく

る時期を迎え、様々な災害危険が予想さ

れます。そこで、事故を未然に防ぐため、

次のことに注意しましょう。
--------------------------------------

▼河川などの増水：雪解けにより、河川

の水位が上昇しますので、河川、用水

路の周辺では注意しましょう。

▼土砂崩れ：雪解けにより水分が土の中

に浸み込み、土砂崩れが起こりやすく

なっていますので、山間部では土砂崩

れに注意しましょう。

▼なだれ：斜面の雪に亀裂が入っていた

り、こぶし大の雪の塊が転がり落ちて

きた場合などは、なだれが発生する前

兆とされていますので、発見した場合

は、速やかにその場から離れるように

しましょう。
--------------------------------------

【問合せ】角館消防署予防班 ☎54-2302

OSHIRASE NAVIお知らせ

4月納付分から協会けんぽ
の保険料率が変わります
　協会けんぽは、主に中小企業の従業員

とそのご家族の皆さまが加入する健康保

険です。健康保険料率は、全国との医療

費格差の拡大などにより、平成 29 年 4

月納付分から 10.16％（現行 10.11％）

に引き上げとなります。また、40 歳か

ら 64 歳までの方に対する介護保険料率

は全国一律 1.65％（現行 1.58％）へ引

き上げとなります。

　厳しい経済情勢ではありますが、加入

者の皆さまの健康を支え、安心して医療

サービスを受けていただくためにも、ご

理解のほどよろしくお願いします。

【問合せ】全国健康保険協会（協会けんぽ）

秋田支部 ☎018-883-1841

OSHIRASE NAVIお知らせ

平成29年4月12日[水] まで

館蔵品・寄託品展

開館時間 休館日

3 月まで 9 時～ 16 時 30 分（入館は 16 時まで） 毎週月曜日

4 月から 9 時～ 17 時（入館は 16 時 30 分まで） 会期中無休

入館料

一般（高校生以上） 300円

小・中学生 200円

開催中

　　　　会場・問合せ    角館町平福記念美術館  ☎54-3888

　平福記念美術館では、2月28日から「館蔵品・

寄託品展」を開催しています。郷土画人をは

じめ仙北市とゆかりのある作家の作品など多

数展示しています。今年の干支「酉」にちなみ

鳥を描いた作品や、今年度寄贈を受けた武家

屋敷が描かれた屏風等も初公開していますの

で、ぜひこの機会にご鑑賞ください。

仙北市民無料

OSHIRASE NAVIセミナー・教室等

角館の桜を元気に咲かせよう！

仙北市さくらアドバイザー　樹木医 黒坂登氏による
桜の剪定講習会
　桜（ソメイヨシノ）はテングス病に弱く、桜をきれ

いに咲かせるにはテングス病の除去（剪定）が必要です。

また、日当たりをよくすることと肥料を与えることが

欠かせない樹木です。今回は樹木医で仙北市さくらア

ドバイザー黒坂登氏、仙北市さくら係から指導いただ

きます。

【日時】3月24日金 9:00 ～ 11:00頃

【場所】角館町落合公園

【参加者】仙北市民以外の方も含め、どなたでも参加で

きます。

【持ち物】剪定ばさみ、剪定のこぎり、軍手などをご用意ください。

【その他】小雨決行します。寒くない作業のできる格好で参加してください。駐車場は落

合運動公園駐車場をご利用ください。

【問合せ】（一社）角館町観光協会 ☎54-2700

玉川

落合運動公園
落合野球場

講習会会場

★

桧
木
内
川

OSHIRASE NAVIセミナー・教室等

携帯用丸のこ盤安全衛生教育講習会
【日時】4 月 14 日金 8:45 ～ 12:45　【受講料】8,000 円（テキスト代含む）

【対象者】「携帯用丸のこ盤」を使用して行う作業に従事する労働者

【定員】50 人　【申込締切】3 月 24 日金 （定員になり次第締め切り）

【申込・問合せ】大曲地域職業訓練センター ☎0187-62-1726

イベント OSHIRASE NAVI

秋田新幹線こまちへのおもてなしご協力のお願い
　今年の 3 月 22 日で秋田新幹線こまちが開業 20 周年を迎えます。また、4 月 1

日からは「秋田県春の大型観光キャンペーン」が実施されます。

　これを機会に、こまちを利用されているお客さまに、仙北市に対する好印象を持っ

てもらうことを期待して、仙北市内の角館駅・田沢湖駅を通過するこまちに手を振る

おもてなしを行いたいと考えています。可能な方はご協力をよろしくお願いします。

【ご協力いただきたい内容】角館駅・田沢湖駅のホームから、通過するこまちに対し

手を振り、おもてなしを行います。

【実施日】

【対象となる列車】

No. 列車名 角館発 田沢湖発

1 　 　こまち1号  （秋田行き）  9:35  9:21

2 　 　こまち14号（東京行き） 10:00 10:13

3 　 　こまち3号  （秋田行き） 10:40 10:26

4 　 　こまち16号（東京行き） 10:54 11:08

5 　 　こまち7号  （秋田行き） 11:42 11:28

6 　 　こまち18号（東京行き） 11:56 12:12

　※一部の列車だけのご参加となってもかまいません。

【参加方法】ご協力いただける方は、列車の発車時刻の10分前までに、それぞれの駅

に設置される受付までお越しください。ちょっぴりプレゼントあります（先着順）。

【問合せ】 ▼（一社）田沢湖・角館観光連盟 ☎43-3352 

　 ▼ JR 角館駅 ☎53-2612  ▼ JR 田沢湖駅 ☎43-1234

4月1日 土  
（秋田県春の大型観光キャンペーン初日）

3月22日 水 
（こまち開業20周年の当日）

おしらせナビ
OSHIRASE NAVIおしらせナビ

OSHIRASE NAVI
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旬な情報チャンネル

市役所からのお知らせ

口から守ろう、あなたの健康

平成28年度仙北市読書感想文コ
ンクール

学び・ふれあい・心豊かに 生涯学習

市立角館総合病院　新病院開院
について

秋田県知事選挙のお知らせ

まちづくり日記／かくのだてフィル
ムコミッション ロケーションだより

仙北市学校適正配置に関する提
言書／仙北市学校教育に関する
アンケート調査結果

市民バスダイヤ改正のお知らせ

おしらせナビ

カレンダー・目次

3/

１６ 木

●神代・白岩・中川・西明寺小学校卒業式（市民の方で参観を希望する方は、

あらかじめ各校の教頭先生へご連絡ください。）

●かくのだて幼稚園卒園式
●手作り教室（田沢湖図書館 10:00 ～） 3/1･P13

●わくわく広場（さくラッコ 10:30 ～ 11:30） 3/1･P17

●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～ 16:00） 3/1･P19

●第 6 回パソコン講座（総合情報センター 13:00 ～ 16:00） 2/16･P14

１７ 金
●角館西・中川・ひのきない保育園卒園式
●笑いの会（健康管理センター 10:00 ～ 11:30 頃） 3/1･P14

１８ 土

●だしのこ園、神代こども園、角館・白岩小百合・にこにこ保育園卒園式
●3B体操無料体験会（神代就業改善センター 10:00 ～ 11:30） 3/1･P14

●そば打ち講座（神代就業改善センター 10:00 ～ 12:00） 2/16･P15

１９ 日

２０ 月

２１ 火 ●えがおサロン（田沢湖健康増進センター 10:00 ～ 15:00） P7

２２ 水

●第5回田沢湖公民館まつり（田沢湖総合開発センター 10:00 ～ 17:00） P12

●秋田新幹線こまち開業20周年（田沢湖・角館駅で行うおもてなしへの参加に

ご協力をお願いします。詳しくは23ページをご覧ください。） P23

２３ 木

●第5回田沢湖公民館まつり（田沢湖総合開発センター 10:00 ～ 16:30） P12

●認知症サポーターステップアップ教室（田沢湖健康増進センター 13:30 ～

15:30） 3/1･P15

●すくすく成長記録Day（さくラッコ 10:30 ～ 11:30） 3/1･P17

２４ 金
●桜の剪定講習会（角館町落合公園 9:00 ～ 11:00 頃） P22

●運動サークル無料体験会（健康管理センター 9:30 ～ 11:30） 3/1･P14

●行政相談所開設日（市役所桧木内出張所 13:00 ～ 16:00） 3/1･P19

２５ 土
●市立角館総合病院新病院内覧会（市立角館総合病院新病院 10:00 ～ 15:00） P13

●3B体操無料体験会（神代就業改善センター 10:00 ～ 11:30） 3/1･P14

２６ 日

●市立角館総合病院新病院内覧会（市立角館総合病院新病院 10:00 ～ 15:00） P13

●SOUNDANCE 2017 SPRING FESTIVAL（仙北市民会館 11:30 開演） 3/1･P19

●第6回仙北市バスケットボール大会（角館中学校体育館 9:00 ～） 3/1･P20

２７ 月

●運動サークル無料体験会（健康管理センター 9:30 ～ 11:30） 3/1･P14

●介護予防サポーター（きらめき隊）研修会（角館交流センター 13:30 ～

15:30） 3/1･P15

２８ 火
●介護予防サポーター（きらめき隊）研修会（田沢湖健康増進センター 13:30

～ 15:30） 3/1･P15

２９ 水 ●無料法律相談（角館交流センター 13:30 ～） P22

３０ 木

３１ 金 ●夜間納税窓口開設日（市役所田沢湖・角館・西木庁舎 17:15 ～ 19:00） P6

仙北市カレンダー ３/１６木  ～３１金
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広報担当者の

SR　モーグルワールドカップの
行われた黒森山コース下で 2 月
26 日「ミニスキーワールドカッ
プ」が行われ、出場資格「特に
なし」のこの大会に出場してみ
ました。全長 50㌢くらいのプラ
スチック製スキーを履き、上り
下りのあるコースでタイムを競
い合います。皆さん滑りが上手
で好タイム。そこで、滑ること
を無視してオールダッシュ作戦
を実行。結果上位入賞できまし
たが、疲れすぎのためしばらく
動けず思考も停止。とてもしん
どい 1 日でした。

TK　4泊5日で冬季体験に訪れた
青山学院大学の皆さん。参加者
のほとんどが雪国での生活は初
体験で最初は除雪にひと苦労し
たと聞きましたが、取材で訪れ
た 3 日目にはスコップ、スノー
ダンプを巧みに操り、手際よく
作業していました。またぜひ仙
北市に来てほしいなと思います。

MT　今年度から新たに新潮文庫
賞が設けられた仙北市読書感想
文コンクール。入賞作品を読ん
でみると、どれもすばらしいの
一言。仙北市長賞のみ全文掲載
しましたが、他にも読んでいた
だきたい感想文がたくさんあり
ました。作品講評で印象的だっ
たのは「読書は心の栄養分」と
いう言葉。やはり読書でしか得
られないものがあるはずです。
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